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オ
ラ
ン
ダ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
１
部
リ
ー
グ

所
属
（,13
年
6
月
現
在
）
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

V
V

V

フ
ェ
ン
ロ
（
以
下
フ
ェ
ン
ロ
と
呼
ぶ
）

と
大
阪
国
際
学
園
は
、
大
学
お
よ
び
短
期
大

学
部
の
学
生
を
対
象
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ン
ロ
は
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の

本
田
圭
佑
選
手
が
所
属
し
て
い
た
日
本
で

も
馴
染
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

そ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
シ
ー
コ
ン
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
も
含
ん
だ
協
定
に
な
っ
て

お
り
、
英
語
を
使
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
や
海
外
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
地
に
行
く
前
に
、
国
内
で
事
前
研
修
を

行
い
、
参
加
学
生
が
海
外
研
修
で
目
指
す
べ

き
具
体
的
な
目
標
を
明
確
に
し
ま
す
。
同
時

に
英
語
で
の
会
話
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
書
く
能
力
な
ど
国
際
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
の
後

に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
現
地
で
、
４
日
ま
た
は
７

日
の
実
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
帰

国
後
は
報
告
会
で
自
己
の
成
果
を
報
告
し
、

希
望
す
る
キ
ャ
リ
ア
に
結
び
付
け
て
就
職
で

　

日
本
経
済
は
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
先

進
工
業
国
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア

フ
リ
カ
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
に
お
い

て
発
展
す
る
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
は
、「
内
な
る
国
際
化
」
と
も
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
国
内
に
お
い
て
も
深
く
浸
透

し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お

い
て
ビ
ジ
ネ
ス
世
界
で
中
核
と
な
っ
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
新
学
部
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

新
学
部
の
特
徴
は
、
第
１
に
、
企
業
経
営

に
関
す
る
知
識
の
修
得
を
中
心
に
し
て
、
経

済
、
法
律
、
情
報
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を

選
択
し
て
学
修
で
き
る
こ
と
で
す
。
卒
業
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
学
位
は
学
士
（
経
営
学
）

で
す
が
、
学
生
の
多
様
な
希
望
に
応
じ
て
、

社
会
科
学
系
の
７
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
そ
の
履
修
モ
デ
ル
の
選
択
は

学
生
の
就
職
先
に
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
の
履
修
モ
デ
ル
は
ゼ
ミ
の
選
択
と
も
結
び

つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
深

く
学
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
点
が
教
養
学
部
な
ど
に
お
け
る
コ
ー
ス
の

選
択
と
根
本
的
に
異
な
る
点
で
す
。

　

第
２
に
、
経
営
に
関
す
る
セ
ン
ス
と
ス
キ

ル
を
実
践
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
１
年
次
の
２
・
３
月
に
枚
方
に
あ
る
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
研
修
所
に
お
い
て
、
社
員
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
参
加
し
、
経
営
の

実
践
的
な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
と
同
時

に
、
現
場
の
緊
迫
感
を
学
生
に
体
感
し
て
も

ら
い
ま
す
。
講
師
の
先
生
は
社
員
を
訓
練
し

て
お
ら
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ら
、
学
生
は

臨
場
感
を
も
っ
て
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

第
３
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ス
ン
に
と
っ
て

I
T
技
術
は
最
も
重
要
な
ス
キ
ル
で
す
。
こ

の
情
報
処
理
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
学

部
学
生
全
員
にiPad m

ini

を
配
布
し
、
情
報

の
収
集
の
み
な
ら
ず
報
告
書
の
作
成
や
友
達

と
の
情
報
交
換
も
容
易
に
行
え
る
技
能
を
身

に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
海
外
の
協
定
校
に

留
学
し
て
い
る
友
達
とFaceT

im
e

を
利
用
し

て
交
信
し
、
現
地
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
収
集
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

第
４
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
を

徹
底
す
る
こ
と
で
す
。
４
年
間
の
授
業
料
が

免
除
さ
れ
る
特
待
生
に
は
、
海
外
の
協
定
校

に
半
年
あ
る
い
は
１
年
間
交
換
留
学
に
出
て

頂
き
ま
す
。
帰
国
後
も
英
語
で
の
授
業
で
単

位
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
留
学
が
で
き
る
に
はT

O
EFL iBT

80

点
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
特
待
生
に

は
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、
１

年
次
に
お
い
て
放
課
後
の
時
間
を
使
い
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
教
員
が
英
語
を
特
別
に
訓
練
し
ま

す
。
英
語
を
母
国
語
と
す
る
学
生
と
会
話
す

る
こ
と
に
よ
り
英
語
力
を
高
め
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
な
ど
で
大
阪
市
内
に
行
く

た
び
、
街
の
様
変
わ
り
に
驚
く
。

ビ
ル
が
ど
ん
ど
ん
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
キ
タ
の
４
棟
の
高
層
ビ
ル
か

ら
な
る
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
、

来
春
に
は
日
本
一
高
い
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
ビ
ル
に
な
る
阿
倍
野
の
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
、
そ
し
て
中
之
島

の
ビ
ル
群
。
新
し
い
ビ
ル
は
確
か

に
美
し
い
し
立
派
だ
。
だ
が
、
オ

フ
ィ
ス
未
入
居
率
が
高
止
ま
り
し

て
い
る
の
に
、
建
設
は
止
ま
ら
な

い
。
高
さ
が
50
メ
ー
ト
ル
に
規
制

さ
れ
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
保
た
れ

て
い
る
御
堂
筋
も
規
制
を
撤
廃
す

る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
高
層
ビ
ル

が
建
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
折
、
学
園
も
加
盟
し
て

い
る
大
阪
府
私
学
総
連
合
会
の
私

学
教
育
文
化
会
館
の
建
て
替
え
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
京
阪
京
橋
―

天
満
橋
駅
間
に
あ
る
会
館
は
築
48

年
で
老
朽
化
と
機
能
低
下
が
問
題

と
い
う
。
費
用
は
会
員
校
、
つ
ま

り
は
各
法
人
か
ら
の
寄
付
金
だ
。

事
務
局
と
会
議
室
が
あ
る
会
館
を

自
前
で
持
つ
必
要
が
あ
る
の
か
。

大
切
な
の
は
、「
箱
」
で
は
な
く

中
身
で
は
な
い
の
か
。
借
り
る
と

い
う
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
、
ビ
ル

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
貸
オ
フ
ィ

ス
は
、
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。
さ

さ
や
か
な
が
ら
、「
Ｎ
Ｏ
」
の
声

を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

大
阪
国
際
学
園
　
　

理
事
長  

奥
田  

吾
朗

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
２面　国際交流
３面　地域連携
4・5面　教学ニュース
6面　入試トピックス
７面　就職トピックス
8面　学園アラカルト

 7面  
「卒業生たちはいま」
 アルケア株式会社
 吉川 雅朗さん

中
核
と
な
っ
て
活
躍
で
き
る

人
材
育
成
を
使
命
に

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
開
設

VVVフェンロのスタジアム。現地に滞在してスポーツビジネスを学ぶ貴重な機会だ

VVVフェンロの選手たちが集まるクラブハウス

オランダのプロサッカーチーム　
VVVフェンロと提携
ヨーロッパのスポーツビジネスや
海外企業のビジネス活動を体験

大阪国際学園は、建学の精神である「全人教育」を基礎として、礼節を重んじ、世界に通じる心豊かな人間を育成します。

巻 頭 企 画

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

GLOBAL VISION

「
箱
」よ
り
中
身
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
企
業
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
あ
る
い
は
「
海

外
事
情
研
修
」
の
単
位
が
得
ら
れ
ま
す
。
海

外
研
修
に
は
教
員
も
同
行
し
、
安
全
で
効
率

的
な
研
修
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
が
多
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
語
学
力
、
意
欲
、
受
講
態
度
な
ど
に
よ

り
選
考
を
行
い
ま
す
。
渡
航
費
・
現
地
滞
在

費
の
実
費
は
参
加
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ど
の
程
度
負
担
す
る
か
は
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
説
明
さ
れ
ま
す
。

　

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
先
ず
、

本
年
５
月
24
日
ま
で
に
履
修
登
録
を
受
付
け

ま
す
。
６
月
、
７
月
の
土
曜
日
を
使
い
、
集

中
講
義
に
よ
り
事
前
研
修
を
行
い
ま
す
。
現

地
で
の
実
習
は
８
月
下
旬
、
９
月
上
旬
あ
る

い
は
中
旬
の
い
ず
れ
か
に
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
海
外
研
修
で
目
指
し
て
い
る
教
育

効
果
は
、
①
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
自
信
と
積
極
性
の
向
上
、
②

自
己
の
課
題
発
見
と
課
題
達
成
へ
の
意
欲
向

上
、
③
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
の
明
確
化
な
ど
で
す
。
一
度
海
外
の

職
場
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
人
は
職
業
観

　
平
成
26
年
４
月
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
を
開
設
す
る
予
定
で
、
大
阪
国
際
大
学
で

は
４
月
26
日
に
申
請
書
類
を
文
部
科
学
省
に
届
け
出
ま
し
た
。
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
と
現
代

社
会
学
部
を
一
学
部
一
学
科
に
統
合
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

大
阪
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
（
届
出
手
続
中
）
の
開
設
を
来
春
に
控

え
、
高
等
学
校
等
教
員
対
象
に
本
学
主
催
進

学
説
明
会
が
、
5
月
31
日
に
大
阪
市
内
の
会

場
で
、
6
月
4
日
に
本
学
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
同
説
明
会
に
は
、
大
阪
府

下
の
高
校
を
中
心
に
約
70
校
の
先
生
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
同
学
部
の
概
要
紹
介
を
は
じ

め
、
入
試
制
度
の
変
更
点
、
本
学
が
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
就
職
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。

高
等
学
校
等
教
員
対
象
説
明
会
を
開
催

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
参
加

し
た
学
生
が
こ
の
挑
戦
を
通
し
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
副
学
長
　
奥
林
　
康
司
）

　

第
５
に
、
現
場
研
修
を
海
外
で
も
行
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
るV

V
V

フ
ェ
ン
ロ
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

詳
細
は
こ
の
記
事
の
隣
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
部
学
生
全
員
に
海
外
協
定
校

訪
問
と
結
び
つ
け
１
週
間
程
度
の
海
外
研
修

に
参
加
し
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
海
外
研
修
へ

の
挑
戦
を
通
じ
て
学
生
が
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
新
学
部
開
設
準
備
委
員
長
　
奥
林
　
康
司
）

グローバルビジネス学部で学ぶ内容

国際関係・
国際ビジネス理解

海外留学

専門セミナー・
卒業研究専門基礎セミナー

〈ビジネスの総合理解〉

経営学分野

経済学分野

情報学分野

法律学分野

政策学分野
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①日本の文化や経済などを学
ぶこと　②国と国の絆をつなぐために外交官
になりたいと思っています　③ダンスと音楽
をきくこと

国際コミュニケーション学部国際コミュ
ニケーション学科1年次生（タイ）
SOMPRASONG JIRAPAN
（スオムパソン　ジラパン）

①日本でたくさん旅行して、富
士山へものぼりたい　②英語と

日本語を活かせる仕事をしたい　③写真を撮
ること

①国際社会政治、日本文化　②
将来は国際組織を目指して、異文化理解のため
の架け橋となりたい　③5ヵ国語が話せます！　 
④今日できることは今日するようにします！後
悔のない明日に向かって行きます！

国際コミュニケーション学部国際コミュ
ニケーション学科1年次生（モンゴル）
BAT-ERDENE  PUREVDULAM
（バトエレデネ　プレブドラム）

国際コミュニケーション学部国際コミュニ
ケーション学科3年次生（アルゼンチン）
CAMILA GUADALUPE CORTEA
（カミーラ　グアダルーペ　コルテア）

①日本の経営と日本語を学び
たい　②サウジアラビアで自動車メーカーを
作りたい。今サウジアラビアには５社ほどあり
ます　③サッカーが一番好きで、次に水泳で
す　④日本語の勉強を始めて２年目で、特に漢
字に興味があります

ビジネス学部経営デザイン学科
1年次生（サウジアラビア）
AKBAR FERAS HUSSAIN A
（アクバル・フェラス・フセイン A）

　国際大では、さまざまな国の留学生が学び、
在学生たちにとっても異文化を学ぶいい機会
となっています。卒業後は、国際大で学んだ
グローバルマインドを糧に、母国と日本の架
け橋となって活躍してくれることでしょう。
そんな留学生たちの中から7人を紹介します。

（コメント　①日本で学びたいこと、やってみ
たいこと　②将来の夢や目標　③趣味・特技　 
④自己ＰＲやひとこと）

①まず経済について勉強を始めて、日本語ももっ
と上達するよう努力したい　②目標は、日本で就職することです　③趣味は
日本の映画を観ること。教科書にはない日本語を学ぶことができます　④4
月に上海から初めて来日しました。いつか日本を旅行したい。特に北海道で
広大なお花畑を見て、おいしいお料理を食べてみたいと思います

ビジネス学部経済ファイナンス
学科3年次生（中国）
朱　 添易
（シュ　テンイ）

①ベトナムの経済成長は日本のおかげです。両国
の国際関係と、近年急増の日本企業の東南アジア進出について詳しく調べて
みたい　②ベトナムで出版サービス会社を設立したい　③趣味は日本の小説
をベトナム語に翻訳すること　④ベトナムのホーチミン市に来たら、中央郵
便局にぜひ来てください。建物内部はフランス建築でとても綺麗ですよ

ビジネス学部経済ファイナンス
学科4年次生（ベトナム）
TRAN NGOC BAO CHAU
（チャン・ゴック・バオ・チャウ）

①中国語を勉強したい。沖縄と北海道へ
行き、海水浴とスノーボードもしてみたい　②日本語はもとよ
り、将来は中国語やスペイン語もペラペラ話せるようになりた
い　③趣味はスポーツ（ラグビー、フットボールのほか色々）
と楽器演奏（ピアノ、ギター、サックス）　④音楽が好きです。
特にラップ（Rap）とクラシック音楽のショパンです

枚方キャンパス留学生別科
（アメリカ）
BAKARI WEAVER
（バカリ･ウィーバー） 大学留学生紹介

本学への留学生たち

新規協定校の概要
大学名 国名 所在地 交流内容 特記事項

1 ディミトリエ・カンテミール大学
Dimitrie Cantemir Christian University ルーマニア ブカレスト

教職員、学生の相互交流
教育内容の情報交換

学術情報の交換
共同研究

1990年創立。学生数約18,000人の私立大学。外国の大学との交流は10カ
国におよぶ。日本語学科がある。

2 アル・アズハル インドネシア大学
University Al Azhar Indonesia

インドネシア

ジャカルタ 2000年創立。学生数約3,300人の私立大学。企業との連携を強化し、学生
には企業家精神を学ばせている。日本語学科がある。

3 ダルマ・プルサダ大学
Darma Purusada University ジャカルタ 1986年創立。元日本留学生のインドネシア人により設立された私立大

学。学生数約2,000人。日本語学科があり、日本とのつながりは非常に強い。

4 London School of Public Relations Jakarta ジャカルタ 1992年に創立。学生数約5,500人の私立大学。学部の授業は60％が英語で
行われている。

5 ディアン・ヌスワントロ大学
Dian Nuswantoro University スマラン 2001年創立。学生数約11,000人の私立大学。海外の大学との協定に積極

的に取り組んでいる。本学が日本で最初の協定校。

　

本
学
の
海
外
協
定
校
数
は
平
成
25

年
４
月
１
日
現
在
、
50
校
で
す
。
昨

年
度
は
新
た
に
12
の
大
学
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
今

ま
で
協
定
校
が
な
か
っ
た
国
の
ル
ー

マ
ニ
ア
の
１
校
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

４
校
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
15
ヵ
国
・
地
域
の
50
大
学
と
の

交
流
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
研
修
な
ど 

魅
力
的
な
留
学
制
度
め
ざ
す

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
デ
ィ
ミ
ト
リ
エ
・

カ
ン
テ
ミ
ー
ル
大
学
に
は
日
本
語
学

科
が
あ
り
、
毎
年
70
人
程
度
の
学
生

が
入
学
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
留
学
生
別
科
へ
の
交

換
留
学
生
の
受
入
れ
、
本
学
か
ら
は

日
本
語
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン

ト
生
の
派
遣
な
ど
の
交
流
が
可
能
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
４
大
学
は
、
日

本
語
学
科
の
あ
る
大
学
、
授
業
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
だ
け
で
な
く
、
英
語

で
も
行
わ
れ
て
い
る
大
学
な
ど
、
何

れ
の
大
学
も
広
く
海
外
へ
と
視
野
を

広
げ
、
学
生
の
海
外
派
遣
や
海
外

か
ら
の
学
生
受
入
れ
に
も
積
極
的

な
国
際
的
な
大
学
で
す
。London 

School of P
ublic R

elations 
Jakarta

で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
教
員
が
英
語
集
中
コ
ー
ス
を

担
当
し
、
学
生
の
英
語
力
を
補
強
。

学
部
の
講
義
を
英
語
で
受
講
で
き
る

だ
け
の
力
を
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な

ど
英
語
圏
で
し
か
学
べ
な
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
今
で
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
始
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
英
語
の
学

習
や
、
英
語
で
大
学
の
講
義
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
国
・
地
域
を
拡

大
し
て
協
定
校
の
開
拓
を
行
い
、
海

外
で
の
企
業
研
修
も
組
み
込
み
な
が

ら
、
魅
力
的
な
海
外
留
学
制
度
の
開

発
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

課
長　

田
中　

さ
ゆ
り
）

◉ 海外大学との交流協定 ◉

15ヵ国·地域 50校に拡大、交流

ルーマニアのディミトリエ・カンテミール大学の日本祭で、踊りに
参加した学生たち

インドネシアの新たな協定校、ダルマ・プルサダ大学

海外チャレンジ
研修

大
学
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学

科
４
年
次
生�

船
橋
　
彩
愛

　

春
休
み
を
利
用
し
た
２
週
間
の
Ｌ

Ａ
生
活
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
あ
っ
と
言
う
間
の
時
間
で
し

た
。
私
は
海
外
に
行
く
の
が
初
め
て

で
、
そ
れ
も
一
人
で
だ
っ
た
の
で
少

し
不
安
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人

に
助
け
ら
れ
て
無
事
２
週
間
の
短
期

留
学
が
で
き
ま
し
た
。

　

英
語
に
触
れ
て
み
た
い
、
ア
メ
リ

カ
に
行
き
た
い
、
憧
れ
の
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
で
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
が
し
た

い
と
夢
見
て
、
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
決
め
た
の
が
去
年
の
10
月

末
。
短
期
間
で
し
た
が
、
そ
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
英
語
で
英
語
を
学
ぶ
ス
タ

イ
ル
の
授
業
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も

思
い
出
深
い
の
で
す
が
、
特
に
念
願

だ
っ
た
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
が
感
激
で

し
た
。
私
は
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
３

　

大
学
で
は
、
既
存
の
海
外
研
修
・
留
学
制
度
と
は
別
に
、
費
用
や
自
分
の
目
標
に
応
じ
て
世
界
20
ヵ

国
の
国
・
地
域
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
海
外
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ

を
利
用
し
て
今
春
は
12
人
の
学
生
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
短
期
留
学
を
果
た
し
た
。

感
激
だ
っ
た 

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン

憧
れ
の
ロ
ス
留
学
「
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

本
場
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
、
英
語
漬

け
の
留
学
生
活
を
送
っ
た
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

Ｖ
サ
イ
ン
の
女
性
が
船
橋
さ
ん

回
訪
れ
、７
レ
ッ
ス
ン
受
け
ま
し
た
。

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
は
広
く
、
バ
ス

な
ど
の
乗
り
換
え
も
あ
っ
て
レ
ッ
ス

ン
へ
の
通
学
に
２
時
間
か
か
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
実
現
で
き
た
時

は
感
激
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
い
ろ
ん
な
経
験
が
で
き
、
本

当
に
最
高
で
幸
せ
で
し
た
が
、
反
省

点
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
ま

ま
行
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
会
話
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
勉

強
不
足
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
で

も
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
、
話
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
想
い
が

い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
次
に
行

く
時
に
は
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
学
生
活
に
良
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

様々な文化の違いをカナダで学んだ山田さん（中央）

奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金

未
来
へ
は
ば
た
く
奨
学
生

カ
ナ
ダ
交
換
留
学
を
経
験
し
て

自
分
で
考
え
て

授
業
選
択
に
驚
き

滝
井
高
校　

３
年
１
組山

田
　
美
咲

　

今
回
、
交
換
留
学
生
と
し
て
６
週

間
カ
ナ
ダ
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
私
が
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、
文
化

の
違
い
で
し
た
。
現
地
の
高
校
で

は
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の
意
志

で
選
択
し
て
授
業
を
取
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
な
の
で
、
将
来
の
夢
や
目

標
、
学
び
た
い
こ
と
を
早
く
か
ら
決

め
て
い
て
、
み
ん
な
が
楽
し
み
な
が

ら
積
極
的
に
授
業
を
受
け
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も
様
々
な
経

験
を
し
、
日
本
で
は
体
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
特
別
な
行
事
に
も
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
の
こ
と

を
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
扱
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
充
実

し
た
６
週
間
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
経
験
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
自

分
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

ホストファミリーと家の前で。左が森本さん

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
を
終
え
て

積
極
さ
と
自
分
の

意
見
持
て
…
学
ぶ

大
和
田
高
校　

２
年
Ｂ
組

森
本
　
明
日
香

　

私
達
は
３
月
に
２３
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ー
ロ
ン
グ
ラ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
寄
宿
舎
、
週
末
に
は

ホ
ス
ト
生
の
家
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

そ
し
て
帰
国
す
る
前
に
は
、
学
校
行

事
の
キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
三
つ
の
異

な
っ
た
環
境
で
の
生
活
を
通
し
て
、

色
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

私
が
経
験
し
た
中
で
強
く
感
じ
た

事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は「
受

け
身
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
何
か
困
っ
て
い
る

時
、
し
た
い
事
や
頼
み
ご
と
が
あ
る

時
な
ど
、
遠
慮
し
て
何
も
言
わ
な

か
っ
た
ら
相
手
か
ら
は
何
も
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
「
イ
エ
ス
と
ノ
ー
を

は
っ
き
り
と
答
え
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。「
ど
ち
ら
で
も
い
い
」「
大
丈

夫
で
す
」
な
ど
の
曖
昧
な
返
事
は
、

と
て
も
相
手
を
困
ら
せ
ま
す
。

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
生
活

を
通
し
て
、
積
極
性
と
自
分
の
意
見

を
し
っ
か
り
持
つ
必
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　

今
回
の
留
学
で
英
語
力
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
友

達
が
で
き
た
こ
と
、
日
本
で
は
で
き

な
い
事
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り
英
語
力
向
上
を
目
指
し
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
学
び
に

行
き
た
い
で
す
。
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2012年11月～2013年₄月
11月
大学・短大　ワンダーフォーゲル部　₉年連続天の川大清掃に参加
短　大　　　「親子ふれあい元気アップ！」開催
滝　井　　　「第₆回まちかどコンサート」開催
大和田中高　高校前期生徒会、守口市民祭りでボランティア
大学・短大　小学生対象『手作りハイチュウ教室』開催
大学・短大　ボランティア活動研究会が門真市・学習アドバイザー(～₃月)

▽産学連携プロジェクト「子どものスポーツ教室」(～12月)
▽寝屋川市・居場所スタッフ(～₃月)▽寝屋川市リーダーズ
小学生クラブ(～₂月)▽守口市民まつり

大学・短大　陸上競技部が枚方市小学生駅伝競走大会の運営補助▽大阪
マラソン競技役員参加

大　学	 スポーツ行動学科1年次生が「マスターズ甲子園2012」にボラ
ンティア参加

滝　井	 幼児保育進学コース行事「たきいふれあいまつり」実施
大和田中高	 吹奏楽部、デイサービス樹楽招きミニコンサート
12月
大　学　　　第10回「朝市」開催
大学・短大　女子サッカー部、スポーツ教室でサッカーを指導
大　学　　　築250年の酒蔵で学生が地域再生に挑戦
滝　井　　　守口友好市場₅周年記念イベントに吹奏楽部が参加
大学・短大　合唱部が老人保健施設でクリスマスコンサート出演
大学・短大　アスレティックトレーナー部、寝屋川市内中学校バレー部テー

ピング指導(～₃月)
大　学　　　餅つき大会(菅原東小学校)
大学・短大　体育会が年末交通事故撲滅キャンペーンボランティア
大　学	 心理コミュニケーション学科3年次生10人が世界の民族衣装

ファッションショーにモデルで参加
滝　井	 吹奏楽部が思斉特別支援学校・牧病院でクリスマス演奏▽関

西医科大学付属枚方病院でクリスマス演奏▽京阪百貨店で演
奏

₁月
大学・短大　「新春走ろうかい・枚方ハーフマラソン」に、学生がボランティ

アで参加
大　学　　　近江八幡で学生がまちづくり提案
大　学　　　冬イベント in 南山城村
大和田中高　吹奏楽部がデイサービスに訪問演奏
₂月
大　学　　　かどま市民講座で教員・学生が地域協働、防災、健康などを

テーマに講師(田中　優准教授▽福田真規夫教授▽青野明
子准教授▽新村由恵講師)

大　学　　　南山城村プロジェクト「優市」開催
大　学　　　菅原東小学生と「ひと・まち・であう」が東日本大震災被災

地復興願う恵方巻、被災地へ贈るミサンガ作り
大　学　　　スポーツ行動学科　井上芳光教授ゼミ卒業研究報告会に地

域住民の方50余人を招待
大学・短大　小学₆年生対象「第₅回ヒーローズカップ」ラグビー部がサポー

ト
大　学　　　菅原校区の「福祉大学」で学生が講演
大学・短大　「ガンバ大阪を応援する商店街 in 土居」に競技チアリーディ

ング＆エアロビック部、女子サッカー部、留学生らが参加
短　大　　　ライフデザイン総合学科・久木久美子准教授、小学生を対象

とした土曜塾「お菓子作り教室」開催
大　学　　　鳥取県智頭町で「ひと・まち・であう」が地域再建支援
大学・短大　女子サッカー部が守口市内小学生と交流授業(～₃月)
大学・短大　ボランティア活動研究会、春をよぶみんなのコンサート運営補助
₃月
大　学　　　かどま市民講座で教員・学生が講師(横山　誠准教授▽縄田

文子教授)
大　学　　　西部公民館多文化教養講座で現代社会学部　韓　尚秀教授が

講師
大学・短大　枚方市平和の日記念事業「ひらかた平和フォーラム」で心理コ

ミュニケーション学科₃　森　友貴恵さんがプレゼンターに
大学・短大　枚方発、世界平和の祈り、学生ら企画運営
大学・短大　寝屋川ハーフマラソン２0１３に学生がボランティアで参加
大　学　　　寝屋川市私立中学校との交流および、トレーニング方法指導

など
大　学　　　ボランティア活動研究会がキッズカーニバルスタッフに
滝　井	 吹奏楽部が「デイセンターリハビリプラザ守口」で演奏
₄月
大学・短大　交野市チャリティーマラソンに、学生がボランティアで参加

地域連携の取り組み

「
知
」
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
拠
点

「
知
」
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
拠
点
に
…
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
幕
を
開
け
た
「
く
す
く
す
ひ
ろ
ば
」

世代を超え 気楽に集える
「くすくすひろば」オープン

���� COC地域交流センター ����
　

こ
の
「
く
す
く
す
ひ
ろ
ば
」
は
、

地
域
の
方
々
が
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
「
世
代
を
超
え
て
人
が
気

軽
に
つ
ど
う
交
流
・
学
習
の
ス
ペ
ー

ス
」
や
、「
ま
な
び
・
く
ら
し
に
役

立
つ
情
報
発
信
」
な
ど
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設

で
、
テ
ー
ブ
ル
・
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー

ブ
ル(

計
17
席)

、
50
イ
ン
チ
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
、
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ピ
ー
サ
ー

ビ
ス
や
無
料W

i-Fi

接
続
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
で
は
、
広
報
課
発
行
の

情
報
誌
『
く
す
く
す
』
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
よ
り
、
学
園
の
情
報
も

広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
生
・

生
徒
の
課
外
活
動
の
発
表
、
作
品

展
示
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
守
口
市
・
門
真
市
の
自
治

体
や
守
口
門
真
商
工
会
議
所
、
商
店

街
な
ど
の
商
業
連
盟
と
の
協
働
し
た

　

４
月
20
日
、
大
学
・
短
大
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
と
学
園
本
部
地
域
連

携
室
が
共
同
運
営
す
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
く
す
く
す
ひ

ろ
ば
）」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
学
び
、
暮
ら
し
　
情
報
も
発
信

学園本部地域連携室

取
り
組
み
を
進
め
、
当
セ
ン
タ
ー
が

大
学
を
は
じ
め
大
阪
国
際
学
園
が
持

つ
「
知
」
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

の
拠
点
と
な
り
、
賑
わ
い
の
中
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
る
地

域
の
輪
を
、
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

に
よ
る
学
生
の
企
画
力
・
実
践
力
を

生
か
し
た
地
域
連
携
の
取
組
を
展
開

し
、
ま
ち
お
こ
し
や
地
域
の
担
い
手

と
な
る
人
材
育
成
の
場
に
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

お
問
合
せ　

	T
el:06-4397-7778	
F
ax:06-4397-7798	
E-m
ail:hiroba@

oiu.jp

学
生
の
斬
新
な
発
想
と
行
動
力
で

地
域
の
活
性
化
を
…
と

枚
方
市
・
大
学
　

連
携
協
定
を
結
ぶ

　

枚
方
市
と
国
際
大
は
、
２
月
１８

日
、
枚
方
市
役
所
で
、
枚
方
市
の
地

域
活
性
化
な
ど
を
め
ざ
す
地
域
連
携

協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
枚
方
市
と
本
学
が

行
う
地
域
で
の
活
動
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
両
者
が
連
携
し
、
相

互
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
お
よ
び
人
材
育
成
に
寄
与
で
き
る

よ
う
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
３
月
１
日

の
「
枚
方
市
平
和
の
日
」
に
実
施
さ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
「
平
和
の
燈
火

(

あ
か
り
）」、
８
月
実
施
の
「
枚
方

ま
つ
り
」、
１
月
実
施
の
「
ひ
ら
か

た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
へ
の
参
画
並

び
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、

フ
ラ
ン
ス
の
エ
セ
ッ
ク
経
済
商
科
大

学
院
学
生
へ
の
日
本
文
化
紹
介
及
び

学
生
交
流
へ
の
協
力
、
本
学
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
よ
る
「
天
の

川
大
清
掃
」
で
の
ボ
ー
ト
に
よ
る
清

掃
活
動
、
本
学
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
「
枚
方
宿
く
ら
わ
ん
か

五
六
市
」
へ
の
参
画
な
ど
で
、
枚
方

市
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
４
月
、
枚
方
市
と
市
内

６
大
学
で
構
成
す
る
「
学
園
都
市
ひ

ら
か
た
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

大
学
・
市
民
・
行
政
が
連
携
し
、
各

大
学
が
持
つ
専
門
分
野
や
研
究
成
果

を
具
体
的
な
地
域
貢
献
活
動
に
つ
な

げ
、
学
生
の
斬
新
な
発
想
や
行
動
力

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、「
若
者

の
力
を
活
か
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
す

目
的
に
、
枚
方
市
と
大
学
ご
と
に
協

定
を
締
結
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

（
大
学
・
短
大　

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
長

�

世
戸　

俊
男
）

これまで以上に連携を誓い、固く握手する
竹内 脩枚方市長(右)と北川俊光学長(左)

在学生もサポートに入り、和気あいあいと調理実習する地域
のみなさん

健康教室が好評
調理実習や筋トレ

弓
講
師
に
よ
る
健
康
講
話
、
横
山

　

誠
准
教
授
、
舩ふ
な

越こ
し

達
也
講
師
、
新し

村む
ら

由ゆ
き
え恵

講
師
お
よ
び
人
間
健
康
科
学

科
の
玉
井
久
実
代
講
師
に
よ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

プ
・
ニ
ュ
ー
ス
テ
ッ
プ
、
サ
ー
キ
ッ

ト
・
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
人
間
健

康
科
学
科
の
喜
多
野
宣
子
講
師
に
よ

る
調
理
実
習
で
し
た
。

　

最
終
日
に
行
な
っ
た
参
加
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
27
）
に

よ
れ
ば
、
健
康
教
室
全
体
を
通
し
て

の
満
足
度
は
、「
期
待
以
上
に
満
足
」

13
人
、「
期
待
通
り
満
足
」
９
人
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
４
人
、「
や

や
不
満
」
０
人
、
無
回
答
１
人
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
個
々
の
内
容
に
対

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
好
評
を
頂
い
て

い
る
た
め
、
今
後
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ

行
動
学
科
の
新
村
由
恵
准
教
授
ゼ
ミ

が
、
要
介
護
化
予
防
や
転
倒
予
防
を

ね
ら
い
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
地
域
住
民
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

（
人
間
科
学
部
長　

藤
本　

雅
彦
）

　

１
９
９
８
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る

健
康
教
室
も
15
回
目

を
数
え
、
12
年
度

は
、
２
月
15
日
よ
り

３
月
22
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
、
全
６

回
、
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
27
人

で
、
内
容
は
、
人
間

科
学
部
ス
ポ
ー
ツ

行
動
学
科
の
東ひ
が
し　

亜

通
学
路
の
安
全
安
心 

提
言

　
　「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特
別
賞
受
賞
　

活
動
、
研
究
成
果
実
る

　

３
月
３
日
か
ら
５
日
、
今
年
で
第

７
回
目
と
な
る
“
全
国
大
学
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
＂
に
、

国
際
大
か
ら
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ

う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
た
。

　

日
頃
の
活
動
、
研
究
成
果
を
も
と

に
、
京
都
府
京
田
辺
市
の
政
策
提
言

を
行
い
、
他
の
強
豪
チ
ー
ム
を
抑

え
、
見
事
、
総
合
３
位
に
当
た
る
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
の
感
想

　

私
が
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ

の
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初
め
て

で
、
発
表
当
日
ま
で
の
道
の
り
は
長

く
、「
汗
と
涙
」
と
い
う
言
葉
を
体

感
し
た
１
ヵ
月
で
し
た
。

　

今
回
は
、自
助
・
共
助
に“
近
助
＂

(

向
三
軒
両
隣
で
、
小
さ
な
変
化
に

も
気
づ
け
る
よ
う
な
関
係)

と
い
う

造
語
を
加
え
、「
通
学
路
の
安
全
安

心
対
策
」
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
全
安
心
対

策
と
い
っ
て
も
当
初
は
ピ
ン
と
来

ず
、
尚
か
つ
実
現
可
能
な
も
の
を
見

つ
け
出
す
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

先
生
や
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

な
が
ら
、た
ど
り
着
い
た
の
は
「“
子

ど
も
目
線
＂
の
安
全
安
心
対
策
」
で

し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
子
ど
も
目
線
で

危
険
な
場
所
を
記
し
た
安
全
安
心

マ
ッ
プ
の
作
成(

近
助
・
共
助
）、

そ
し
て
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
“
一
休
と
学

ボ
ー
ド
＂(

自
助
・
共
助)

を
提
案

し
ま
し
た(

会
場
と
な
っ
た
京
田
辺

市
に
は
一
休
さ
ん
の
お
寺
が
あ
り
ま

す
）。

　

今
回
、
特
別
賞
を
頂
け
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
が
、
こ
れ

に
留
ま
ら
ず
、
来
年
、
再
来
年
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
向
け
て
日
々
の
活
動

で
学
び
、
成
長
に
繋
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学

科
３
年
次
生�

坂
元　

悦
子
）

見
事
、
特
別
賞
を
受
賞
し
、
喜
び
の
「
ひ
と
・

ま
ち
・
で
あ
う
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
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学びウォッチング

　「自分は何がしたいのか」「どんな
仕事に向いているのか」―これを見
つけるのは、大学で学ぶ大きな目標
でもあるが、「ライフデザイン論」
は、まさにこれをめざした講義で、
ライフデザイン総合学科ができた
２００８年度から続いている。１５回を７
人の先生が交代で担当。それぞれの
体験や知識を披露し、それを学生が
自分で考え、自分の人生のあり方を
見つけていくのが狙いだ。

　２回目の４月２２日、水野勝政教授
の授業を見せてもらった。
　出席は３８人。ほとんどが１年次生で
全員女性。前回の復習から始まった。
水野教授がカナダでの研修中に体験
した話の感想を書いてもらったこと
の紹介。水野教授のホームスティ先
の高校生が学校に行かないのに母親
が注意しなかったことだった。母親
は「高校生なのだから、自分の人生
は自分で考え、学校に行く必要があ
ると思えば行けばいい」という考え
だった、と水野教授は話した。日本
の一般的な考えと違うことに、学生
は、新鮮な驚きを持ったようだった。
　資格を取ることも２年間での課
題。水野教授は「資格は足の裏に付
いた米粒みたいなもの」と謎かけし、
「取らないと気にはなるが、取って

ライフデザイン論　　短期大学部ライフデザイン総合学科

も食べられない」と種明かししなが
ら、資格を取る際の力みを和らげる
話をした。
　授業の後半にＮＨＫ Ｅテレのド
キュメンタリーシリーズ「グラン・
ジュテ　私が跳んだ日」から、東京
都港区でベーグル専門店を開いた
稲木美穂さんを紹介したＤＶＤ（２５
分）が流された。学生らは、私語も
なく、大学卒業後、勤めた会社を辞
め、ニューヨークのベーグル専門店

に修業に出かけた彼女の話に真剣に
見入っていた。１５０字までの感想が
課題にされた。「行動力と懸命さに
心を打たれた」「私もこれからの人
生、なりたい自分を追い続けていき
たい」など全員が、感想を用紙いっ
ぱいに書き込んでいた。９０分の授業
中、水野教授の友人、知人の生き方
なども紹介され、学生が自分で考え
ることが満載された内容だった。
　１５回の授業は、このあと、「仕事
の意味と雇用情勢」「最新携帯端末
機の動向」「観光資源」など多岐に
わたる。学科主任の前川　武教授は
「様々なものの見方があることを学
び、学生一人ひとりが自分の新しい
発見をしてくれることを願っていま
す」と期待を込めた。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
人
生
の
あ
り
方

を
考
え
る
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
論
」
の
授
業

の
一
こ
ま

自らの人生は自ら考え開け感
謝
し
て
生
き
る
大
切
さ
教
え
ら
れ
た

ボランティア活動に参加して
現代社会学部法律政策学科'13年卒　滝本　真也

大
槌
町
の
「
希
望
の
灯
」、
焼
き
鳥
屋
「
七
福
」
の
お
ば
ち
ゃ

ん
の
笑
顔
と
共
に
、
復
興
支
援
の
継
続
を
誓
う
学
生
た
ち

東日本大震災復興

被災地 再建の力になりたい

　

私
は
第
２
、４
、５
回
目
の
計
３

回
、
大
学
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年

半
、
ガ
レ
キ
も
ま
だ
多
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
も
減
少
し
て
お
り
、
復

興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
感
じ
ま
す
。

参
加
し
て
帰
っ
て
く
る
た
び
に
、
も

う
一
度
、
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
た

い
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

理
由
は
、
テ
レ
ビ
の
映
像
で
は
な

く
、
直
接
自
分
の
目
で
ガ
レ
キ
や
仮

設
住
宅
の
現
状
を
見
て
、
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
感
じ
た

か
ら
で
す
。

　

１
回
目
（
平
成
23
年
11
月
）
の
と

き
は
、
復
興
の
兆
し
も
な
く
、
ガ
レ

キ
の
山
々
が
残
っ
て
い
て
、
仮
設
住

宅
の
方
々
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
情
に

接
し
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

　

２
回
目
（
平
成
24
年
９
月
）
の
と

き
は
、
津
波
で
全
壊
し
、
ガ
レ
キ
で

覆
わ
れ
て
い
る
個
人
宅
で
の
清
掃
活

動
で
し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
長
の
説
明
で
は
、
清
掃
活
動
は
家

主
に
再
建
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら

う
「
心
の
ケ
ア
」
活
動
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

３
回
目
（
平
成
24
年
11
月
）
の
と

き
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
憩
い
の

場
と
な
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
作
り
や
、

花
壇
を
作
っ
て
向
日
葵
や
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
種
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
行
っ
た
時
に
比
べ
、
復
興
の

兆
し
が
見
え
て
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
槌
町
の
復
興
商
店
街
に

あ
る
焼
き
鳥
屋
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
の

話
は
印
象
的
で
し
た
。
お
ば
ち
ゃ
ん

は
、
前
回
行
っ
た
と
き
、
自
分
と
話

し
た
こ
と
を
覚
え
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
お
ば
ち
ゃ
ん
は
津
波
で
妹
さ
ん

を
含
む
身
内
を
何
人
も
亡
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
妹
さ
ん
が
経
営
し
て
い
た
焼
き

鳥
屋
で
、
妹
さ
ん
の
味
と
笑
顔
を
引

き
継
ぎ
、
店
の
復
活
の
た
め
に
懸
命

に
働
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
店
内
は

い
つ
も
お
ば
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
溢

れ
、
大
槌
町
の
「
希
望
の
灯
」
で
し

た
。
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
私
達
に
「
感
謝
し
か
な
い
ね
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
、
逆
に
力
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
ば
ち
ゃ
ん
の
言
葉
に
、
感
謝
し

て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
層
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
感
謝
の

気
持
ち
が
湧
き
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
お
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
家
が
あ
り
、
食
べ
物

が
あ
り
、
何
不
自
由
な
く
学
校
に
通

え
る
。
そ
れ
は
被
災
地
で
は
当
た
り

前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
日
々

の
生
活
に
感
謝
し
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

卒
業
し
て
か
ら
も
被
災
地
の
復
興
支

援
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

　「
食
べ
物
」
の
話

　
　
分
か
り
易
く
学
ぶ

幼
稚
園
で
４
、５
歳
児

　

幼
稚
園
で
は
月
に
一
度
、
４
歳

児
、
５
歳
児
を
対
象
に
外
部
よ
り
管

理
栄
養
士
の
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
げ
ん

き
も
り
も
り
く
ん
」
と
「
げ
ん
き
な

し
お
く
ん
」
が
登
場
し
、
い
ろ
い
ろ

な
「
食
」
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
げ
ん
き
も
り
も
り
く
ん
」
と
「
げ

ん
き
な
し
お
く
ん
」
の
登
場
で
、

『
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
』
や
、『
食

べ
物
の
栄
養
に
つ
い
て
』、『
旬
の
食

べ
物
』、『
お
せ
ち
の
由
来
』
な
ど
、

毎
回
子
ど
も
達
は
楽
し
ん
で
話
を
聞

い
て
い
ま
す
。
他
に
、『
え
い
よ
う

ま
ん
グ
ル
ー
プ
表
』
を
各
保
育
室
に

作
っ
て
頂
き
、
子
ど
も
達
は
そ
れ
を

見
な
が
ら
昼
食
時
に
「
こ
れ
、
き
ぃ

ち
ゃ
ん
グ
ル
ー
プ
！
（
元
気
が
出
る

パ
ワ
ー
）」「
私
あ
か
ち
ゃ
ん
グ
ル
ー

プ
（
体
が
大
き
く
な
る
パ
ワ
ー
）
の

お
か
ず
入
っ
て
る
」「
み
ど
り
ち
ゃ

ん
グ
ル
ー
プ
（
病
気
に
負
け
な
い
パ

ワ
ー
）
も
あ
る
！
」
と
自
分
た
ち
で

食
べ
物
を
栄
養
別
に
分
け
て
い
る
姿

も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
大
き
く
か
か
わ

る
「
食
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
教
師
も
子
ど
も
達
と
一
緒
に
学
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
幼
稚
園　

教
諭　

名
田　

英
子
）

か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
、「
食
」
の
話

を
身
を
乗
り
出
し
て
聴
く
園
児
た
ち

あ
の
な
で
し
こ
チ
ー
ム
の
仲
間
に

　
吉
岡
、
齋
藤
さ
ん
入
団

本
学
初
　
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら

　

今
春
、
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
か

ら
、
２
人
の
選
手
が
な
で
し
こ
リ
ー

グ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
へ
入
団
し

た
。

　

な
で
し
こ
リ
ー
グ　

ス
ペ
ラ
ン

ツ
ァ
Ｆ
Ｃ
大
阪
高
槻
に
入
団
し
た
の

は
、
吉
岡　

霞
選
手
。
府
立
南
丹
高

校
（
京
都
）
出
身
で
、
大
学
の
チ
ー

ム
で
は
キ
ャ
プ
テ
ン
も
務
め
た
。
本

学
か
ら
初
と
な
る
〝
な
で
し
こ
リ
ー

ガ
ー
〟
に
大
き
な
期
待
が
か
か
る
。

　

ま
た
、
齋
藤
敏
子
選
手
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
リ
ー
グ　

ジ
ュ
ブ
リ
ー
レ
鹿

児
島
に
、
入
団
。
齋
藤
選
手
は
、
私

立
大
商
学
園
高
校
（
大
阪
）
出
身

で
、
４
年
次
生
の
と
き
の
秋
季
リ
ー

グ
の
姫
路
獨
協
大
学
戦
で
の
プ
レ
ー

が
、
ジ
ュ
ブ
リ
ー
レ
鹿
児
島
の
出
口　

 

泉
監
督
の
目
に
と
ま
り
、
入
団
と

な
っ
た
。

　

２
人
は
い
ず
れ
も
２
０
１
３
年
大

学
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

を
卒
業
。
在
学
中
は
、
国
体
や
関
西

学
生
選
抜
な
ど
で
活
躍
す
る
な
ど
の

実
績
を
持
つ
。one for all all for 

one

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
本
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
で
の
経
験
を
礎
に
活
躍

し
て
く
れ
る
よ
う
応
援
し
た
い
。

吉
岡　

霞
さ
ん

齋
藤
敏
子
さ
ん

（
別
途
記
事
掲
載
は
省
略
。
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

・ 

10
／
６
～
８　

長
良
川
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｒ
Ｊ-

２
ク
ラ

ス　

第
４
位

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・ 

11
／
10　

関
西
学
生
リ
ー
グ　

準
優
勝　

 

優
秀
選
手
賞　

藤
田
陽
子
（
ス
ポ
行
４
）

▽
ベ
ス
ト
12　

貞
苅
美
菜
（
同
４
）
▽
中

野
佑
香
（
同
３
）

競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
部

・ 

11
／
18　

全
日
本
学
生
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
選

手
権
大
会
「
チ
ー
ム
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
部

門
」
４
位
・
５
位
入
賞
、「
女
子
フ
ラ
イ

ト
部
門
」６
位　

小
谷
礼
奈（
ス
ポ
行
２
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・ 

12
／
10
・
11
・
18
・
19　

大
阪
学
生
新
人

戦　

ダ
ブ
ル
ス
４
位　

田
中
麻
那
（
幼
児

保
育
１
）・
高
倉 

愛
（
同
）
▽
シ
ン
グ
ル

ベ
ス
ト
８　

田
中
麻
那

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
２
／
２　

大
阪
高
校
新
人
大
会　

優
勝

な
で
し
こ
バ
レ
ー
部

・ 

２
／
11　

大
阪
府
ク
ラ
ブ
連
盟
第
１
回

オ
ー
プ
ン
大
会　

優
勝

吹
奏
楽
部

・ 

12
／
24　

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
重
奏　

金
賞

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

・ 

４
／
21　

大
阪
高
校
春
季
大
会　

優
勝　

 

Ａ
チ
ー
ム

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

・ 

１
／
12
、
13　

近
畿
大
会
個
人
戦
出
場　

 

山
本
雄
大
（
２
）・
前
川
和
摩
（
２
）　

２

回
戦
敗
退

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

・ 

４
／
13　

春
季
大
会
団
体
大
阪
リ
ー
グ
戦　

 

優
勝

美
術
部

・ 

１
／
26　

美
術
部　

大
阪
府
高
等
学
校
芸

術
文
化
祭
美
術
・
工
芸
部
門
コ
ン
ク
ー
ル

展　

入
選　

瀬
野
優
菜
（
２
）
▽
大
西
俊

平
（
１
）
▽
西
田 

知
世
（
１
）

吹
奏
楽
部

・ 

12
／
24　

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
フ
ル
ー
ト
三
重
奏　

金
賞

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

11
／
23　

北
河
内
新
人
大
会
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト　

優
勝
（
36
季
連
続
36
回
目
）

・ 

12
／
25　

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
大
会

大
阪
北
選
抜
メ
ン
バ
ー　

高
屋
舖
佳
世

（
３
）

・ 

２
／
23　

大
阪
中
学
生
新
人
大
会　

準
優

勝
・ 

３
／
27　

近
畿
中
学
生
選
抜
優
勝
大
会　

 

準
優
勝 ク

ラ
ブ
活
動

学
園
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
２
年
11
月
〜
２
０
１
３
年
4
月

11月　　

 

大

学
・

短

大　

RedFoo of 
LM
FA
O

世
界
ツ
ア
ー
に
卒
業

生
の
大
野
愛
地
さ
ん
参
加
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
出
演

大
学
・
短
大
・
滝
井
高　

吹
奏

楽
部
合
同
バ
ン
ド
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ

シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

大
阪

２
０
１
２
に
出
演

大
学　

FM
-Ｈ
A
Ｎ
A
Ｋ
O

『
も
り

か
ど
探
偵
団
』「
チ
ー
ズ
の
日

特
集
」
に
人
間
健
康
科
学
科　

喜
多
野
宣
子
講
師
が
出
演

大
学
・
短
大　

情
報
シ
ス
テ
ム
室

の
中
村
俊
輔
職
員
の
論
文
が
国

際
会
議
の
最
優
秀
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

大
学
・
短
大　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
授
業
で
「
海

洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
世
界
展
」

を
観
覧

大
学　
「
全
国
大
学
の
地
域
貢
献

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
大
阪
府
内
の

私
立
大
学
で
第
２
位
に
‼

短
大　

幼
児
保
育
学
科
音
楽
コ
ー

ス　

三
枝
由
奈
さ
ん
が
第
一
回

ア
ル
カ
ス
ユ
ー
ス
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演

大
学　
「
第
６
回
ソ
フ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
会

議
」「
第
13
回
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
本

学
か
ら
６
人
、
大
学
院
生
２
人

が
発
表

大
学　

社
会
人
基
礎
力
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
３
【
近
畿
地
区
】
予

選
大
会
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
出
場

12月　　
大
学
・
短
大　

金
洪
仙
非
常
勤
講

師
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
に
出
演

滝
井
高
・
大
和
田
高　
「Ｋ

-O
Ｎ
 

Ｈ
igh School Live 2012

」
参

加
大
学　

法
律
政
策
学
科　

谷
口
真

由
美
准
教
授
が
代
表
代
行
を
務

め
る
「
全
日
本
お
ば
ち
ゃ
ん

党
」、
産
経
新
聞
等
に
掲
載

大
和
田
中　

北
河
内
音
楽
会
優
秀

賞
を
受
賞

大
学
・
短
大　

海
外
研
修
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

大
学　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

科
、
日
本
貸
金
業
協
会
に
よ
る

特
別
講
義

大
学　

合
同
講
義
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
世
界
～
日
本
の
輝
く
未

来
と
、今
、求
め
ら
れ
る
人
材
～
」

大
和
田
高　

関
大
・
同
志
社
キ
ャ
ン

パス
ツ
ア
ー
、
大
学
別
体
験
講
義

大
和
田
中
高　

吹
奏
楽
部
幼
稚
園

訪
問
演
奏

大
学
・
短
大　

Ｅ
．Ｓ
．Ｓ
．が
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
青
年
協
力
委
員
会
よ

り
表
彰
、
顧
問
及
び
指
導
者
を

学
長
表
彰

大
学
・
短
大　

陸
上
競
技
部
、
中

学
・
高
校
生
と
合
同
練
習
会

1月 　
大
学　

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業

研
究
制
作
展
「
も
の
・
も
の

展
」
を
開
催

大
学　

ト
ル
コ
か
ら
の
留
学
生

シ
ェ
ブ
ネ
ブ
・
ゼ
ン
キ
ン
さ
ん

が
門
真
市
国
際
交
流
協
会
主
催

➡次頁へ
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ラ
イ
ブ
企
画
か
ら
成
功
ま
で

高
校
生
と
一
体
感
味
わ
う

地
域
密
着
、
カ
フ
ェ
開
設

息
抜
き
、
お
し
ゃ
べ
り
の
場

身
近
な
国
際
貢
献
に
挑
戦

Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー
で 

募
金
を
寄
付

廃
校
利
用
、
交
流
セ
ン
タ
ー

村
民
ら
と
活
性
化
め
ざ
す

学生チャレンジ制度
― 第８回 ―

採択企画 ４報告

　

学
生
の
優
秀
な
企
画
に
奨

励
金
を
つ
け
て
支
援
す
る

「
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
︱

Challenge T
he Global M

ind

︱
」
は
、
今
年
第
９
回
目
を
迎

え
、
す
で
に
意
欲
あ
る
学
生
た

ち
の
挑
戦
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
７
企
画
が
採
択

さ
れ
、
本
紙
前
号
で
は
ま
ず
３

件
を
紹
介
し
た
。
今
号
で
は
、

残
る
４
件
に
つ
い
て
、
学
生
た

ち
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

つ
な
が
り
ｆ
ｅ
ｓ
２
０
１
２

代
表　

軽
音
楽
部　

経
済
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
学
科
４
年
次
生

�

藤
本　

優
希

　

私
た
ち
は
、
地
元
の
高
校
生
と
合

同
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
、
昨
年
12
月
25

日
に
枚
方
市
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
ｐ
×

９
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
で
「
つ
な
が
り
ｆ
ｅ
ｓ

２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
阪
国
際
大
学
の
軽
音
楽
部
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
、
牧
野
高
校
の

軽
音
楽
部
、
枚
方
高
校
の
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
都
合
で
直
前
に

開
催
日
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
こ
の
企
画
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前
に
何
回

も
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
い
た
の
で
、
絶
対
こ
の
企

画
を
成
功
さ
す
ぞ
と
い
う
同
じ
気
持

ち
を
持
っ
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
す
る
に
あ
た
っ
て
大

変
だ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
開
催
日
を

決
め
る
こ
と
で
し
た
。
高
校
に
よ
っ

て
期
末
テ
ス
ト
の
日
程
が
違
っ
て
い

て
、
ど
の
日
に
開
催
す
る
の
か
を
何

度
も
高
校
に
直
接
確
認
を
取
り
に
行

き
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
、
ヤ
ル
気
で
成
果
出
す

　

ま
た
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ー
カ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
も
、
何
度
も
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

に
大
学
に
来
て
も
ら
い
、
夜
遅
く
ま

で
皆
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
は
期
末
テ
ス
ト
が
あ

り
忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
想
像
以

上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
高
校
生
ス

タ
ッ
フ
が
私
た
ち
の
熱
い
想
い
を
受

け
継
い
で
く
れ
た
と
大
変
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
依
頼
を
た
く
さ
ん
の
高
校

に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
日
程
が
か

み
合
わ
ず
、
今
回
参
加
し
て
く
れ
た

高
校
が
２
校
だ
け
と
少
し
寂
し
か
っ

た
の
で
、
次
回
は
多
く
の
高
校
が
参

加
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま

す
。

　

準
備
し
て
い
る
時
は
す
ご
く
大
変

で
嫌
に
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

終
わ
っ
て
み
る
と
、
ま
た
来
年
も
や

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
ラ
イ
ブ
で
し
た
。
お
客
さ
ん
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
た
だ
き
、
高
校
生

と
大
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上

が
り
、大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
企
画
を
一
か
ら
つ

く
り
上
げ
た
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
、
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

高
校
生
と
大
学
生
の
合
同
ラ
イ
ブ
。様
々
な
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
て
、
本
番
は
お
お
い
に
盛
り

上
が
っ
た

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、

地
域
住
民
や
学
生
た
ち
に
大
好
評
だ
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
じ
め
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
、
話
題
に

も
な
っ
た
友
好
ど
ん
ぶ
り
を
企
画
し
た
３
人

（
右
か
ら
白
川
さ
ん
、
何
さ
ん
、
野
村
さ
ん
）

廃
校
を
活
用
し
た
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
流
し
そ

う
め
ん
を
楽
し
む
地
元
小
学
生
と
学
生
た
ち

学
生
交
流
セ
ン
タ
ー
設
立

代
表　

法
律
政
策
学
科

＇13
年
３
月
卒

�

根
岸　

昂
生

　

京
都
府
南
山
城
村
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
限
界
集
落
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
深
刻
な
状
況
に
対
し
、

解
決
策
を
生
み
出
す
べ
く
、
廃
校
の

一
室
を
利
用
し
、
来
村
者
や
村
民
の

集
ま
れ
る
場
、
ま
た
、
他
大
学
と
情

報
交
換
・
交
流
を
図
れ
る
場
を
設
立

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
村
民
の
方
々
と
交
流
を

深
め
る
た
め
、
５
月
に
茶
摘
み
・
田

植
え
に
参
加
。
田
植
え
の
際
に
は
、

国
際
大
の
位
置
す
る
枚
方
市
の
菅
原

東
校
区
の
子
ど
も
６
人
を
招
待
し
、

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
２
つ

の
地
区
が
交
流
す
る
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
学
生
主
体
で
「
プ

チ
村
祭
り 

in 

南
山
城
村
」
を
開
催

し
、
菅
原
東
校
区
か
ら
約
50
人
の
来

村
者
を
招
き
ま
し
た
。
ま
た
、
春
に

植
え
た
苗
の
稲
刈
り
、
脱
穀
、
餅
つ

き
大
会
と
、
１
年
を
通
し
て
交
流
を

図
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
旧
高
尾
小
学
校
の
一
室
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
、
10
月
か
ら
村

民
と
学
生
で
月
に
一
度
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
意
見
の
共
有

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
考
え
、
会
議

の
内
容
は
、『
高
尾
新
聞
』
に
記
し
、

月
に
一
度
、
高
尾
地
区
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
山
城
村
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作
。
今
後
は

youtube

で
配
信
す
る
予
定
で
す
。

南
山
城
村
の
野
菜
を
菅
原
東
校
区
で

月
１
回
販
売
、
２
月
に
は
、
村
の
方

に
も
参
加
い
た
だ
い
た
「
優
市
」
を

開
催
し
、
野
菜
は
完
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
廃
校
で
の
交
流
か

ら
企
画
が
生
ま
れ
、
活
性
化
へ
向
け

て
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
他
大
学
と
も
交
流
す
る
た
め

の
第
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
南
山
城

村
に
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
全
村
民

と
信
頼
関
係
を
築
き
、
今
後
も
継
続

し
て
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
リ
ア

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
作
り

～
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
目
指

し
て
～

代
表　

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
３
年
次
生　

�

上
橋　

友
美

　

平
成
24
年
度
の
「
学
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
制
度
」
で
企
画
が
採
択
さ
れ
た
私

た
ち
は
、10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
３
ヵ

月
間
、
学
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
と
し
た
カ
フ
ェ
を
運
営
し

ま
し
た
。カ
フ
ェ
を
開
設
し
た
の
は
、

Ｏ
Ｉ
Ｕ
（
大
阪
国
際
大
学
）
に
集
う

全
て
の
人
々
が
息
抜
き
を
し
た
り
、

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
、

そ
ん
な
場
を
私
た
ち
学
生
の
手
で
提

供
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
地
域

の
方
々
も
巻
き
込
ん
で
「
わ
く
わ

く
祭
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
」
を
開
催
し
、
マ
ジ
ッ
ク
や
ダ
ン

ス
、
聖
歌
な
ど
の
披
露
、
ク
リ
ス
マ

ス
装
飾
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ノ
作
り
体
験
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
ビ
ー
ズ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ロ
ー
ズ
ウ
イ
ン
ド

ウ
（
紙
製
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
）
作

り
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
の

中
で
、
数
々
の
温
か
い
言
葉
を
掛
け

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
私
た
ち
は

一
層
の
や
る
気
と
元
気
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
は
、
学
部
や
学

科
の
垣
根
を
越
え
て
多
く
の
学
生
に

利
用
し
て
も
ら
え
た
だ
け
で
な
く
、

教
職
員
の
方
々
や
出
入
り
業
者
の

方
々
な
ど
に
も
多
数
利
用
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
延
べ
人
数
で
３
，

９
６
１
人
に
達
し
た
利
用
者
数
は
、

予
想
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
、

私
た
ち
は
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
長
期
間
に
渡
っ
て
私

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。

幼
稚
園
絵
画
表
彰 

(

敬
称
略)

第
72
回
　
全
国
教
育
美
術
展

＜

入
選＞

＝
あ
や
め
組
（
年
長
）
河
野
和

剛
▽
後
藤
陽
希
▽
ゆ
り
組
（
年
長
）
植
野

友
結
▽
す
み
れ
組
（
年
中
）
岩
﨑
優
奈
▽

橋
本
怜
己
▽
和
多
有
希
菜＜

佳
作＞

＝
す

み
れ
組
（
年
中
）
長
廻
史
恩

第
49
回
　
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

＜

佳
作＞

＝
ひ
ま
わ
り
組
（
年
中
）
福
原

立
久
▽
す
み
れ
組
（
年
中
）
天
沼
佑
太
▽

山
下　

翔
▽
あ
や
め
組
（
年
長
）
高　

祐

希
▽
増
田
詩
桜
▽
渡
辺
桃
子
▽
ゆ
り
組
（
年

長
）
徳
安
悠
希

＜

努
力
賞＞

＝
ひ
ま
わ
り
組
（
年
中
）
大

塚
あ
か
り
▽
田
中
瀬
來
▽
中
道
天
翔
▽

林 

美
羽
▽
す
み
れ
組
（
年
中
）
岩
﨑
優

奈
▽
川
江
杏
奈
▽
鈴
木　

凛
▽
中
村
志
龍

▽
あ
や
め
組
（
年
長
）
石
川　

怜
▽
纓
坂

実
柚
▽
越
智
那
月
▽
田
仲
沙
知
帆
▽
西
島

佑
美
▽
ゆ
り
組
（
年
長
）
宇
都
宮
夢
乃

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

料
理
を
通
じ
た
異
文
化
交
流
、

世
界
に
繋
が
る
Ｔ
Ｆ
Ｔ

代
表　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
４

年
次
生　野村　

雄
大
・
何　

媛
媛 

・
白
川　

祐
輔

　
「
食
を
通
じ
た
、
ア
ジ
ア
の
平
和

と
、
世
界
の
貧
困
問
題
の
解
決
」
を

テ
ー
マ
に
、
私
た
ち
は
、
日
本
・
韓

国
・
中
国
の
３
ヵ
国
の
料
理
を
ワ
ン

プ
レ
ー
ト
に
ま
と
め
た
「
友
好
メ

ニ
ュ
ー
」
を
試
作
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、価
格
を
３
７
０
円
と
し
、

１
食
に
つ
き
20
円
の
寄
付
金
を
開
発

途
上
国
の
給
食
に
充
て
る
“
Ｔ
Ｆ
Ｔ

（T
able for T

w
o

）”を
導
入
し
て
、

昨
年
の
11
月
下
旬
か
ら
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
の
食
堂
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
学
生
た
ち
や
教
職
員

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
食
堂
で
の

メ
ニ
ュ
ー
提
供
に
合
わ
せ
、
昼
休
み

に
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
英

語
の
４
ヵ
国
語
で
校
内
放
送
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
24
日
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
す
が
は
ら
ひ
が
し
」
の
方
々

や
本
学
の
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
に
協
力
い
た

だ
い
て
、
菅
原
東
小
学
校
で
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
児
童
と
作
る
と
と
も
に
、「
世

界
の
貧
困
問
題
と
平
和
の
構
築
」
に

つ
い
て
の
ミ
ニ
講
義
を
行
っ
て
、
和

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

食
堂
で
提
供
し
た
Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ

ニ
ュ
ー
は
、
１
日
10
食
限
定
で
し
た

が
、
ほ
ぼ
毎
日
完
売
と
な
る
な
ど
、

予
想
以
上
に
好
評
で
し
た
。
約
２
ヵ

月
間
に
１
８
０
食
売
れ
、
募
金
箱
へ

の
募
金
も
あ
わ
せ
て
１
０
５
０
食
分

の
給
食
費
を
Ｔ
Ｆ
Ｔ
を
通
じ
て
ア
フ

リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
学
生
主
体
で

身
近
な
国
際
貢
献
へ
の
挑
戦
を
行
う

企
画
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
出

演
し
た
り
、
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞

か
ら
取
材
を
受
け
、
記
事
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

得
た
『
心
の
底
か
ら
、
誰
か
を
助
け

た
い
思
い
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

多
く
の
人
々
の
ご
賛
同
を
得
て
、
未

来
に
平
和
が
花
開
く
よ
う
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1月➡ 　
　

の
「
外
国
の
人
と
の
交
流
会
」

で
講
師

大
学
・
短
大　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部 

 

外
部
指
導
者
も
合
流
し
新
体
制

大
学
・
短
大　

海
外
協
定
校
・
大

林
大
学
校
冬
期
日
本
研
修
団
15

人
が
短
期
留
学

大
学
・
短
大　

海
外
危
機
管
理
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
・
短
大　

留
学
生
別
科
生
の

２
人
が
テ
レ
ビ
大
阪
『
和
風
総

本
家
』
に
出
演

滝
井　

佐
野
萌
里
乃
さ
ん（
１
）、

全
国
高
校
総
体
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
府
選
手
団
に
決
定

大
学　

卒
業
生
で
小
説
家
の
椙
本

孝
思
さ
ん
、
新
刊
『
露
壜
村
事

件　

︱
生
き
神
少
女
と
ザ
ン
サ

ツ
の
夜
︱
』
な
ど
献
本

学
園　

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入

大
学
・
短
大　

第
１
回
Ｏ
Ｉ
Ｕ
留

学
生
別
科
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
学　

中
野
健
秀
准
教
授
（
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
と
中
山
貴
嗣

課
長
（
学
務
部
学
務
課
）
を
学

長
表
彰

2月 　
大
学
・
短
大　

神
戸
・
明
石
で
留

学
生
交
流
会

大
学
・
短
大　

韓
国
・
柳
韓
大
学

の
学
生
12
人
が
本
学
訪
問

大
学　
「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短

歌
コ
ン
ク
ー
ル
に
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
学
生
２
人

が
神
戸
新
聞
社
賞
を
受
賞

大
学
・
短
大　

ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
で
英
国
の
お
茶
の

文
化
体
験

滝
井　

小
笠
原
流
礼
法　

許
状

「
和
春
傳
」
授
与
式

大
学　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部　

村
田
隆
志
講
師
の
監

修
し
た
展
覧
会
「
所
蔵
名
品
展

～
人
々
の
営
為
～
」
守
口
市
南

画
美
術
館
で
開
催

滝
井　

東
日
本
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
軽
音
楽

部
が
出
演

短
大　

近
畿
・
大
阪
私
立
短
期
大

学
英
語
弁
論
大
会
が
開
催

3月 　
大
学
・
短
大　

留
学
生
の
鄒　

存

勇
さ
ん
、
何　

媛
媛
さ
ん
（
経

済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
３
）
が

Ｆ
Ｍ
大
阪
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演

大
学
・
短
大　

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ン

バ
ン
国
際
大
学H

ung

学
長
一

行
が
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問

大
学　

法
律
政
策
学
科
「
政
策
ミ

ニ
コ
ン
ペ
」

大
学　

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
１
期
生
が
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
後
に
植
樹

大
学　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科 

德
原

康
彦
教
授
の
退
職
記
念
講
演
会

大
学　

卒
業
生
の
本
山
彩
乃
さ
ん

主
宰
「Studio A

s

」
が
奥
田

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
ダ
ン
ス

発
表
会

滝
井　

中
野
美
吹
さ
ん
（
２
）
が

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の

開
・
閉
会
式
で
奉
仕
活
動

大
学
・
短
大　

韓
国
・
群
山
大
学

校
か
ら
43
人
が
本
学
を
訪
問

4月 　

大
和
田
中
高　

吹
奏
楽
部
が

Spring Concert

短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科　

河
合
達
憲
非
常
勤
講
師
が

日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
、
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
、
日
テ
レ
で
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
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全
教
職
員
一
丸
で
、
良
質
な
教
育
環
境
を

　
「
大
学
全
入
時
代
」
か
ら
「
大
学

淘
汰
の
時
代
」
を
迎
え
、
大
学
間
の

格
差
は
拡
大
す
る
中
、
平
成
２５
年
度

入
試
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
前
半
戦
に

お
い
て
は
、
Ａ
Ｏ
事
前
相
談
会
・

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
、
来
場
者

数
・
相
談
者
数
と
も
前
年
度
以
上

で
、
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
本
格
的
な
入
試
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
推
薦
入

学
選
考
・
一
般
入
学
選
考
・
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
選
考
に
お
い

て
、
対
前
年
比
を
上
回
っ
た
入
学
選

考
は
残
念
な
が
ら
数
回
に
留
ま
っ

た
。

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
学
生

募
集
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「Challengers’ U
niversity

」
を
新

た
に
制
定
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
、

大
阪
国
際
大
学
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

通
し
て
成
長
で
き
る
大
学
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
社
会
に
広
め
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
溢
れ
る
学
生
に
集
ま
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
教
職

員
も
一
丸
と
な
っ
て
良
い
教
育
環
境

を
作
る
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
合
言
葉
に
、
固
定
観
念

に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
入
試
・
広
報
部
長　

藤
井　

重
喜
）

大
　
学

　

平
成
２６
年
度
入
試
は
、
新
学
部

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」（
設

置
予
定
）
が
立
ち
上
が
る
大
切
な
入

試
年
度
で
あ
る
。
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
講
じ
、
新
学
部
並
び
に
既
存
学

部
・
学
科
の
入
学
定
員
の
確
保
と
レ

入
試
総
括
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

海外に真剣にチャレンジするための様々なプログラムを紹介する国際交流のブース。高
校生たちが相談に訪れ、真剣な表情で説明に聞き入っていた

オープンキャンパスでは、毎回好評の学食体験。「おいしい！」 
「おいしいゎ」と笑顔も…

オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス･

ス
ク
ー
ル

目
標
へ
挑
戦
す
る
姿

映
像
を
通
し
紹
介

　

平
成
26
年
度
入
試
の
幕
開
け
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、「
春
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、３
月
23
日
、

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
盛
大

に
開
催
し
た
。

大
学
・
短
大

　

今
回
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
よ

り
満
足
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
自
由
移
動
形
式
を
や
め
、
一
堂
に

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
集
め
、

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
実

施
。
本
学
競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
部
に
よ
る
華
麗
な

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と
、

映
像
を
通
し
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

通
し
て
成
長
で
き
る
こ
と
」
を
大
切

に
し
て
い
く
本
学
の
紹
介
を
行
っ

た
。

　

実
際
に
、
本
学
で
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
学
生
に
登

場
し
て
も
ら
い
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
有
意
義
に

過
ご
す
学
生
の
熱
意
を
感
じ
て
も

ら
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
あ
と

は
、
各
学
科
の
フ
ロ
ア
に
分
か
れ

て
、
模
擬
授
業
や
個
別
相
談
な
ど
各

学
科
特
色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。
学
食
体
験
な
ど
も
行
い
、「
本

気
で
、
世
界
に
挑
戦
し
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
た
生
徒
も
お
り
、
春

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
成
功
に

終
わ
っ
た
。

26年度 入試イベント開幕

〝チャレンジする学園〟発信
入試イベント日程

お気軽にご参加ください
◆大学・短大
オープンキャンパス（守口キャンパスのみ）
第1回　₅/26（日）
第₂回　₆/₉(日）
第₃回　₇/21（日）
第₄回　₇/28（日）
第₅回　₈/11（日）
第₆回　₈/22（木）
第₇回　₈/31（土）・₉/1（日）
開催時間　10：00～16：00

◆滝井高校
オープンスクール　 ₈/25(日)・10/27(日)　 

10：00～12：00
滝井フェスタ[文化祭]　₉/15(日)　₉：30～14：30
授業見学会　 11/₂(土)・11/16(土)　10：40～12：00、

11：40～13：00
科・コース体験DAY　 11/₂(土)・11/16(土)　 

14：00～16：00
個別入試相談会　 12/₂(月) ～12/21(土)※日曜日は除く 

10：00～17：00(申し込みにより随時)
入試説明会　12/₈(日)・12/14(土)　10：00～12：00

◆大和田高校
オープンスクール　₉/14(土)　₉：30～12：00
入試説明会　10/27(日)・11/17(日)　14：00～16：00
12/₈(日)　10：00～12：00

◆大和田中学
オープンスクール　₇/20(土)　10：00～12：30
プレテスト　₉/29(日)　₈：30～12：00
入試説明会　10/27(日)　10：00～12：00
入試説明会・プレテスト　11/17（日）　₈：30～12：00
入試直前対策会　12/₁(日)　10：00～12：00

詳しくは各校の公式サイトをご覧ください。

授
業
見
学
や
体
験
で
実
像
を
…

滝
井
高

大
和
田
高

大
和
田
中

　

滝
井
高
校
で
は
「
滝
井
フ
ェ
ス
タ

（

文
化
祭
）」、「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
」、「
授
業
見
学
会
」、「
入
試
説
明

会
」、「
個
別
入
試
相
談
会
」、「
科
・

コ
ー
ス
体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
な
ど
、
今
年

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

在校生が活き活きと実演する「科・コース体験DAY」。 
写真は幼児保育進学コースの手遊びの紹介

○
「
滝
井
フ
ェ
ス
タ（

文
化
祭
）」

で
は
生
徒
達
の
活
躍
を
、
○
「
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
で
は
ク
ラ
ブ
体
験

や
授
業
体
験
を
、○「
授
業
見
学
会
」

で
は
通
常
授
業
風
景
の
見
学
を
、
○

「
入
試
説
明
会
」
で
は
詳
し
い
次
年

度
入
試
に
つ
い
て
、
○
「
個
別
入
試

相
談
会
」
で
は
個
別
対
応
で
の
相
談

を
、○「
科
・
コ
ー
ス
体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

で
は
滝
井
高
校
の
特
色
あ
る
科
・

コ
ー
ス
の
授
業
体
験
を
、
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
滝
井
高
校

の
さ
ま
ざ
ま
な
実
像
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

学
校
の
取
り
組
み
や

雰
囲
気
を
感
じ
て
…

入
試
の
ポ
イ
ン
ト
や

プ
レ
テ
ス
ト
体
験
も

　

大
和
田
高
校
の
『
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
』
は
、
９
月
14
日
の
土
曜
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
吹
奏
楽
部

の
生
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

始
ま
り
、
各
教
科
の
「
入
試
対
策
講

座
」
や
「
先
輩
と
の
交
流
会
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
学
校
の
取

り
組
み
や
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ

く
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
入
試
説
明
会
』
は
、
１０
月
～
１２

月
の
日
曜
日
に
計
３
回
実
施
す
る
予

定
で
す
。
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
高

校
で
の
取
り
組
み
や
来
年
度
入
試
の

具
体
的
な
説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
い

た
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
案
内
、

ク
ラ
ブ
見
学
や
入
試
相
談
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な

高
校
で
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
受
験
校
を
決
定
し
て
い
く
た

め
の
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
な
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
和
田
中
学
の
募
集
関

係
行
事
は
、
７
月
20
日
の
『
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
』
を
皮
切
り
に
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
催
し
が
目
白
押
し
で

す
。

　

９
月
下
旬
～
１１
月
に
『
入
試
説
明

会
』
や
『
プ
レ
テ
ス
ト
』
を
そ
れ
ぞ
れ

２
回
ず
つ
実
施
し
ま
す
。
中
学
校
で
の

取
り
組
み
や
来
年
度
入
試
の
具
体
的

な
説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
を
案
内
、
入
試
相
談
を

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
テ
ス
ト
（
国
語
・
算

数
・
理
科
）
で
は
、
ぜ
ひ
受
験
勉
強

を
重
ね
て
き
た
成
果
を
、
十
分
に
発

揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

１２
月
初
旬
に
実
施
予
定
の
『
入
試

直
前
対
策
会
』
で
は
、
中
学
校
の
入

学
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。
入
試
傾
向
を
知
る
良
い
機

会
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『
高
精
度
予
測
シ
ス

テ
ム
の
開
発
と
実
際
」

―
販
売
予
測
・
株
価
予

測
へ
の
応
用
―
』
経
営

デ
ザ
イ
ン
教
授　

石
井

康
夫　

共
著　

N
T

S

○
『M

ARKETING ANALYSIS

』

経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

石
井
康

夫　

共
著　

IZU
M

I SY
U

PPA
N

○
『
現
代
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
』

経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

石
井
康
夫　

 

共
著　

中
央
経
済
社

○
『
激
変
す
る
現
代
の
小
売
流

通
』
経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

日
野

隆
生　

共
著　

五
絃
舎

○
『
聖
地
巡
礼
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
経

営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

三
木　

英　
 

共
著　

弘
文
堂

○
『
震
災
復
興
と
宗
教
』
経
営
デ

ザ
イ
ン
教
授　

三
木　

英
▽
心
理

コ
ミ
講
師　

渡
邊　

太　

共
著　

 

明
石
書
店

○
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

扉
』
心
理
コ
ミ
教
授　

西
岡
敦
子　

 

編
著
▽
同
教
授　

青
野
明
子
▽
同 

准
教
授　

戸
口
愛
泰
▽
同
教
授　

 

小
牧
一
裕
▽
同
准
教
授　

有

田　

亘
▽
同
教
授　

堀
江
淳
之

助
▽
同
教
授　

森
上
幸
夫
▽
同

講
師　

林　

幸
史
▽
同
教
授　

 
Brad V

isgatis

▽
同
教
授　

石
井　

 

滋
▽
同
教
授　

縄
田
文
子
▽
同
講

師　

玄
野
博
行
▽
同
講
師　

渡
邊　

 

太
▽
同
元
講
師　

赤
上
裕
幸　

共

著　

大
学
人
間
科
学
部
心
理
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

○
『
子
ど
も
の
食
と
栄
養
』
人
間

健
康
准
教
授　

喜
多
野
宣
子　

共

著　

一
藝
社

○
『B

IG
 D

IP
P

E
R

 E
ng

lish 
C

om
m

unication 

Ⅰ
（

文

部
科
学
省
検
定　

高
等
学
校

　

英
語
教
科
書
）』
名
誉
教
授　

 

畠
山
利
一
▽
国
際
コ
ミ
教
授　

 
Peter J. H

aw
kes　

共
著
編　

 

数
研
出
版

○
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
部
下
で

育
つ
！
最
新
フ
ォ
ロ
ワ
―
シ
ッ

プ
』
国
際
コ
ミ
教
授　

宮
﨑
哲
也　

 

監
修　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン

ト
が
わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教
授　

 

宮
﨑
哲
也　

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆C

S
R

 
 

時
代
の
最
新
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
入
門
』
国
際
コ
ミ
教
授　

宮
﨑

哲
也　

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
英
語
音
読
指
導
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
国
際
コ
ミ
准
教
授　

山
本
玲

子　

共
著　

大
修
館
書
店

○
『
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
を
動

か
す
英
語
の
授
業
』
国
際
コ
ミ
准

教
授　

山
本
玲
子　

著　

青
山
社

○
『
持
続
型
生
存
基
盤
論 

ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
（
講
座
生
存
基
盤
論
第

６
巻
）』
国
際
コ
ミ
講
師　

佐
藤

史
郎　

共
著　

京
都
大
学
学
術
出

版
会

○
『S

IA

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
公
式
メ
ソ
ッ
ド
』
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
教
授　

多
田
憲
孝　

共
著　

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
職
業
ス

キ
ー
教
師
協
会

○
『
新
版　

日
本
語
表
現
法
（「
書

く
」「
話
す
」「
伝
え
る
」
た
め
の

技
法
）』
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
准
教

授　

平
田
祐
子　

共
編　

樹
村
房

○
『
基
礎
生
化
学
―
健
康
・
疾
病

と
の
つ
な
が
り
―
』
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
准
教
授　

坂
井　

孝　

共
著　

株
式
会
社　

ア
イ
・
ケ
イ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

○
『
あ
な
た
の
15
分
をM

oodle

に
下
さ
い
─
大
阪
国
際
大
学C

IE

が
贈
るM

oodle

入
門
』
情
報
デ

ザ
イ
ン
准
教
授　

石
川
高
行
▽
同　

 

矢
島　

彰
▽
同
教
授　

韓　

尚

秀
▽
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
生　

劉　

欣
欣
▽
法
律
政
策
准
教
授　

Colin Rogers

▽
心
理
コ
ミ
教
授　

 
Brad V

isgatis

▽
経
営
デ
ザ
イ
ン

非
常
勤
講
師　

Raul N
ivon　

共

著　

大
学
・
短
大
情
報
教
育
セ
ン

タ
ー

○
『
い
つ
も
の
手
遊
び
を
も
っ
と

楽
し
く
』
幼
児
保
育
教
授　

植
田

光
子　

共
著　

ひ
か
り
の
く
に

滝
井
高
校

○
『
小
さ
な
物
語
の
つ
く
り
方

２
』
滝
井
高
校
職
員　

橋
本
喬
木

（
光
央
）　

コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
・

新
作
等
掲
載　

樹
立
社



2013年(平成25年)6月20日(7) 第55号　GLOBAL  MIND（学報） 【 就 職 ト ピ ッ ク ス 】

「
就
活
力
向
上
」
の
努
力
実
る
就
職
部

24
年
度
卒
業
生

就
職
決
定
率

　

平
成
２４
年
度
卒
業
者
へ
の
企
業
の

採
用
に
関
す
る
広
報
活
動
が
、
２
ヵ

月
遅
れ
の
平
成
23
年
１２
月
開
始
と
さ

れ
た
事
で
、
就
職
活
動
を
控
え
た
学

生
に
は
不
安
材
料
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
学
で
は
早
期
か
ら
の
就
職
支

援
を
開
始
し
た
事
も
あ
り
、
本
学
学

生
に
対
し
て
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
企
業
の
採
用
意
欲
に

関
し
て
は
、
大
手
・
中
小
問
わ
ず
、

や
や
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
企
業
が
学
生
に
求
め
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
く
、
厳
選
採
用
の
傾
向
は
昨

年
同
様
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
本
学
の
平
成
２４
年
度

卒
業
の
就
職
決
定
率(

※)

は
、
大

学
で
は
88･

５
％
で
、
前
年
度
比
プ

ラ
ス
４･

４
％
と
な
り
、
短
大
で
は

94･

８
％
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ

高
い
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た

「
ゼ
ミ
別
の
面
談
担
当
制
」
の
導
入

や
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
ゼ
ミ
担
任

教
員
と
の
情
報
共
有
の
強
化
等
に
よ

り
、
教
員
・
職
員
が
一
体
と
な
り
、

個
々
の
学
生
の
就
活
力
向
上
を
図
っ

た
結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

本
学
で
は
、
学
生
と
企
業
を
結
び
つ

け
る
本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を

年
４
回
開
催
し
て
お
り
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
企
業
へ
の
内
定
者
数
は
全

内
定
者
数
の
約
四
分
の
一
と
高
い
数

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
学
就
職
支
援
の
取

り
組
み
を
保
護
者
の
方
に
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
５
月
１８
日
お
よ
び
２５

日
に
保
護
者
対
象
の
就
職
説
明
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
４
月
１
日
か
ら
、「
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
就
職
部
」

に
組
織
名
を
変
更
し
、
今
後
も
、
就

職
支
援
体
制
の
手
厚
い
大
学
・
短
大

と
し
て
、
更
に
学
生
の
卒
業
後
の

「
夢
」
を
叶
え
る
為
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
ま
す
。

※�

就
職
決
定
率
と
は
、
就
職
希
望
者
に
対

す
る
就
職
者
の
割
合
。

（
就
職
部　

課
長　

中
原　

清
治
）

大学は前年度比＋4.4％
短大は高い水準保つ

学生と企業を結びつける、本学主催の毎年恒例の「企業セミナー」。“就活”に真剣にのぞむ学生たち。
会場は熱気に包まれていた

内
定
獲
得
の

体
験
談

物
事
に
関
心
持
ち
、
信
念
貫
く

株
式
会
社
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

大
阪
国
際
大
学　

現
代
社
会
学
部

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
’13
年
卒　
　
　

新
屋
　
昴

就
活
、
自
分
を
見
直
す
機
会
に

株
式
会
社 

テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
北
大
阪
販
売
㈱
グ
ル
ー
プ
）

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
’13
年
卒　

桐
山
　
麻
衣
子

　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
に
臨
む
方
に

お
伝
え
し
た
い
事
は
２
点
あ
り
ま

す
。

　

１
点
目
は
、
就
職
活
動
を
通
じ

て
、
物
事
に
対
し
て
関
心
・
考
え
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
い

う
事
で
す
。

　

私
は
就
職
活
動
を
始
め
た
大
学
３

年
次
生
の
12
月
の
時
点
で
は
、
自
分

が
ど
ん
な
会
社
で
働
く
の
か
、
ど
う

い
っ
た
仕
事
が
し
た
い
の
か
、
ま
っ

た
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
成
す
る
た
め

に
学
内
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
足

を
運
び
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
己

分
析
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
悩
み
で

あ
っ
た
将
来
像
、
何
か
ら
何
ま
で

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
形
成
す
る
た
め
に
特

に
具
体
的
に
悩
ん
だ
の
が
、
面
接
練

習
の
際
に
「
な
ぜ
こ
の
業
界
を
選
ぶ

の
か
？
」「
な
ぜ
こ
の
業
界
の
中
で

も
こ
の
会
社
な
の
か
？
」
こ
う
い
っ

た
基
本
的
な
質
問
を
さ
れ
た
際
に
非

常
に
悩
み
ま
し
た
。
こ
の
枠
組
み
を

し
っ
か
り
整
理
す
る
た
め
に
は
、
常

日
頃
の
生
活
の
中
で
何
事
に
も
関
心

を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　

２
点
目
は
自
分
に
軸
を
持
つ
こ

と
、
他
人
に
流
さ
れ
な
い
事
。

　

こ
れ
は
、
他
人
の
意
見
を
一
切
聞

く
な
、
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
あ
の
人
が
や
ら
な
い
な
ら
や

ら
な
く
て
い
い
や
」「
自
分
は
あ
の

人
み
た
い
に
で
き
な
い
。
無
理
だ
」

と
い
っ
た
考
え
を
捨
て
る
と
い
う
意

味
で
す
。
人
間
一
人
ひ
と
り
に
良
い

部
分
と
悪
い
部
分
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
な
の
で
、
他
人
に
影
響
さ
れ
て

悲
観
的
に
な
ら
ず
、
自
分
の
良
い
部

分
に
自
信
を
持
っ
て
自
主
的
に
積
極

的
に
行
動
し
て
下
さ
い
。

　
「
就
職
活
動
を
し
な
い
と
い
け
な

い
。」
と
思
い
、学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
５
月
が
就
活
の
始
ま
り

で
し
た
。
何
社
か
エ
ン
ト
リ
ー
を
し

て
面
接
に
進
む
こ
と
は
出
来
た
の
で

す
が
全
く
準
備
を
し
て
い
な
か
っ
た

為
、不
合
格
と
い
う
結
果
と
な
り「
就

職
す
る
・
内
定
を
獲
得
す
る
事
」

は
、
と
て
も
大
変
な
事
だ
と
初
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
中
で
「
年
内
に
内
定
獲

得
」
と
目
標
を
定
め
、
一
人
で
活
動

し
て
い
る
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
現
在
の

会
社
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
話
を

聞
い
て
自
分
な
り
に
企
業
研
究
を

し
、
受
け
る
事
に
決
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
社
に
提
出
す
る
履
歴
書

に
つ
い
て
は
、
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
事
や

自
分
の
強
み
を
書
け
る
よ
う
に
な

り
、
書
類
は
自
分
の
分
身
だ
と
学
び

ま
し
た
。

　

次
に
、
就
職
活
動
に
欠
か
せ
な
い
面

接
で
は
そ
れ
ま
で
練
習
を
せ
ず
に
臨

ん
で
い
て
、
自
分
の
思
い
を
言
葉
に

し
、
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
た
の
で
、
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
自
分
に
つ
い
て
自
信
を
持
っ
て

話
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

一
次
試
験
か
ら
最
終
の
社
長
面
接

ま
で
実
施
さ
れ
た
面
接
で
は
、
棒
読

み
の
返
答
で
は
な
く
、
自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
を
素
直
に
伝
え
る
こ
と

が
出
来
て
、
練
習
を
し
て
お
い
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
は
、
先
が
見
え
な
い
不

安
で
一
杯
で
す
が
努
力
し
て
本
気
で

取
り
組
め
ば
、
必
ず
決
ま
る
と
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
就
職
活
動
を

通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
不
合
格

だ
か
ら
、
自
分
は
ダ
メ
、
と
い
う
事

で
は
な
く
、
改
善
す
べ
き
点
を
見
つ

け
ら
れ
た
、
と
プ
ラ
ス
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
自
分
を
見
つ
め
直

す
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
に
入
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
私
は
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

な
の
で
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て

一
日
で
も
早
く
会
社
に
必
要
な
人
材

と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

“
就
活
”
の
拠
点

　
情
報
セ
ン
タ
ー

大
阪
・
北
浜
に
オ
ー
プ
ン

　

平
成
25
年
３
月
４
日
か
ら
、
本
学

の
就
職
支
援
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
い
大
阪
・
北
浜
に

あ
る
大
阪
国
際
学
園
グ
ル
ー
プ
「
㈱

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
」

の
事
務
所
の
一
部
を
活
用
し
、「
北
浜

就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た（
写
真
。
地
下
鉄
堺
筋
線
・

京
阪
電
車
北
浜
駅
徒
歩
３
分
）。

　

北
浜
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
情
報
収
集
、
本

学
所
定
の
履
歴
書
の
用
紙
や
封
筒
の

提
供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
の

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
を
利
用
し
た
就
職
相

談
、
コ
ピ
ー
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
が
利
用

出
来
ま
す
。

　

就
職
活
動
中
の
本
学
学
生
で
あ
れ

ば
誰
で
も
利
用
可
能
で
、
大
阪
都
心

部
で
の
就
職
活
動
で
忙
し
く
、
な
か

な
か
大
学
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
な

い
学
生
に
と
っ
て
、
実
用
的
な
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
生
の
就
職
活
動
が
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
就
職
部
）

※�

利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
連
絡
が

必
要
で
す
。

【
連
絡
先 T

EL

：06-6２0５-５93１

】

名
誉
教
授
就
任

（
２
０
１
３
年
４
月
１
日
付
）

大
阪
国
際
大
学

松
田
　
孝
一

名
誉
教
授

’88
年
経
営
情
報
学

部
助
教
授
に
就

任
。’94
年
教
授
。
学
生
部
長
、
図
書

館
長
な
ど
を
歴
任
。
国
際
教
養
教

育
、
特
に
ア
ジ
ア
史
の
教
育
研
究
に

努
め
、
海
外
の
著
名
な
国
際
学
会
か

ら
の
招
聘
も
多
く
、
国
際
的
研
究
成

果
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
国
際
大
の
学

友
会
創
設
な
ど
に
尽
力
し
た
。

畠
山
　
利
一

名
誉
教
授

’93
年
経
営
情
報

学
部
講
師
に
就

任
。’97
年
助
教
授
、’03
年
教
授
。
語
学

教
育
、
特
に
英
語
の
教
育
研
究
に
努

め
、
英
語
の
辞
書
の
編
纂
に
携
わ

り
、
本
学
の
知
名
度
向
上
に
も
貢

献
。
ま
た
、E.S.S.

部
の
顧
問
と
し

て
同
部
の
活
躍
に
尽
力
し
た
。

中
井
　
哲
夫

名
誉
教
授

’88
年
経
営
情
報
学

部
助
教
授
に
就

任
。’98
年
教
授
。
経
営
情
報
学
研
究
科

長
、
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
な
ど

を
歴
任
。
特
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

で
、
独
自
教
材
の
開
発
や
学
生
の
就

職
・
進
学
な
ど
で
も
実
績
を
あ
げ
、
情

報
教
育
の
中
核
を
築
き
上
げ
た
。

奥
村
　
文
男

名
誉
教
授

’89
年
女
子
大
家
政

学
部
助
教
授
に

就
任
。’97
年
教
授
。
憲
法
学
の
教
育

研
究
に
携
わ
り
、
憲
法
学
会
常
任
理

事
を
務
め
る
な
ど
研
究
の
発
展
に
尽

力
。
学
外
で
は
関
西
民
間
憲
法
臨
調

や
21
世
紀
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の

幹
事
を
務
め
、
対
外
的
啓
発
活
動
に

貢
献
し
た
。

森
津
　
誠

名
誉
教
授

’02
年
女
子
大
人
間

科
学
部
教
授
に
就

任
。
健
康
心
理
学
の
教
育
研
究
に
努

め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
士
資
格

の
導
入
な
ど
学
生
教
育
に
貢
献
し

た
。
ま
た
、
学
生
相
談
室
長
、
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
、
様
々
な

悩
み
を
抱
え
た
学
生
の
教
育
・
指
導

に
尽
力
し
た
。

德
原
　
康
彦

名
誉
教
授

’78
年
女
子
大
家
政

学
部
講
師
に
就

任
。’83
年
助
教
授
、’90
年
教
授
。
学
生

部
長
な
ど
を
歴
任
。
身
体
運
動
学
お

よ
び
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
教
育
研

究
に
努
め
、
ま
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
・
女
子
テ
ニ
ス
部
・
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
顧
問
・
コ
ー
チ
と
し

て
、
強
豪
チ
ー
ム
に
育
て
上
げ
る
こ

と
に
貢
献
し
た
。

ア
ル
ケ
ア
株
式
会
社 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
ケ
ア
事
業
部 

 

東
京
グ
ル
ー
プ

大
阪
国
際
大
学　

人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科　

’11
年
卒

 

吉
川
　
雅
朗

　

私
は
、
自
身
の
怪
我
の
経
験

か
ら
「
医
療
業
界
で
働
き
た

い
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
入
社
し
た
企
業
は
、
ギ

プ
ス
包
帯
や
サ
ポ
ー
タ
ー
類
、

医
療
用
テ
ー
プ
や
排
泄
ケ
ア
装

具
な
ど
幅
広
い
商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私

は
営
業
職
と
し
て
整
形
外
科
領

域
の
商
品
を
担
当
し
て
お
り
、

大
学
病
院
か
ら
診
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
い
っ
た
医
療
機
関
や
、
販

売
代
理
店
に
対
し
て
商
品
情
報

の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
医
療

従
事
者
の
手
技
や
ケ
ア
の
方
法

に
合
っ
た
商
品
を
紹
介
し
、
と

き
に
は
医
療
従
事
者
向
け
勉
強

会
の
企
画
も
行
う
な
ど
、
医
療

の
現
場
を
支
え
て
い
る
と
い
う

実
感
を
得
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
、
在
学
中
に
学
ん

だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
活
か
し
て
、
お
客
様
の
抱
え

る
問
題
点
を
会
話
の
中
か
ら
探

り
、
そ
れ
を
解
決
で
き
る
よ
う

な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私

の
提
案
し
た
商
品
に
よ
っ
て
、

患
者
様
が
楽
に
な
っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
時
に
は
、
と
て
も

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
入
社
し
て
３
年
目
に
な
り

ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も

多
く
の
学
び
を
得
な
が
ら
、
営

業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、

No.
１
の
営
業
を
目
指
し
て
、
お

客
様
の
問
題
解
決
を
一
つ
で
も

多
く
提
案
し
、
医
療
現
場
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

No.1目指し、医療現場で貢献 今卒業生たちは

「お客様の問題解決を一つでも多く提
案し、医療現場に貢献していきたい」
と意欲に燃える吉川さん
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２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
の
大
阪

国
際
大
学
と
短
期
大
学
部
の
入
学
宣
誓

式
が
、
４
月
１
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

大
阪
市
北
区
の
大
阪
国
際
会
議
場
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
例
年
よ
り
早

く
桜
が
満
開
に
な
り
、
花
曇
り
に
薄
日

が
差
す
日
和
で
、
緊
張
し
た
顔
の
新
入

生
と
保
護
者
ら
約
１
５
０
０
人
が
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
新
入
生
は
大

学
院
12
人
、
大
学
５
４
２
人
、
短
期
大

学
部
３
１
９
人
、
留
学
生
別
科
14
人
の

計
８
８
７
人
。
ロ
ビ
ー
に
は
海
外
協
定

校
な
ど
学
園
と
つ
な
が
り
の
あ
る
20
カ

国
・
地
域
の
国
旗
と
日
の
丸
が
掲
げ
ら

れ
、
新
入
生
を
迎
え
た
。

　

日
の
丸
と
Ｏ
Ｉ
Ｕ
の
学
旗
が
正
面
に

飾
ら
れ
た
舞
台
に
は
、
大
学
と
短
大
の

教
職
員
と
学
園
の
役
員
、
同
窓
会
役

員
、
名
誉
教
授
ら
来
賓
が
並
び
、
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
・
ナ
ポ
リ
タ
ー
ナ
の
テ
ノ
ー

ル
歌
手
Ｊ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ

（
新
井
裕
治
）
さ
ん
が
「
君
が
代
」
を
ア

カ
ペ
ラ
で
独
唱
。
卒
業
生
の
倉
森
ひ
と

み
さ
ん
の
司
会
で
式
が
始
ま
っ
た
。

　

北
川
俊
光
学
長
が
入
学
許
可
宣
言
を

し
た
あ
と
、
各
学
部
と
短
大
、
大
学
院
、

留
学
生
別
科
の
代
表
７
人
が
舞
台
に
上

が
り
、
７
人
を
代
表
し
て
現
代
社
会
学

部
の
西
川
一
翔
さ
ん
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
あ
っ
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類

の
幸
福
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
挑

戦
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し

た
。
北
川
学
長
は
、「
Ｃｏ
ｎｇ
ｒａ
ｔｕ
ｌ

ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
」
と
英
語
で
切
り
出
し
、
現

在
の
世
界
の
厳
し
い
情
勢
に
も
ふ
れ
な

が
ら
「
自
分
の
人
生
の
夢
や
目
標
を
学

園
生
活
の
中
で
確
固
た
る
も
の
に
し
て

下
さ
い
」
と
英
語
、
中
国
語
も
交
え
な
が

ら
式
辞
を
述
べ
た
。
奥
田
吾
朗
理
事
長
も

英
語
で
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、「
こ

れ
か
ら
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
で

す
。
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
自
分
自
身
で

考
え
、活
躍
の
場
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
た
。
こ
の
あ
と
、
枚
方
、
守
口

両
市
長
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
大
学
が

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結
ん
だ
オ
ラ

ン
ダ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
Ｖ
Ｖ
Ｖ

フ
ェ
ン
ロ
」
の
ハ
イ
ベ
ル
デ
ン
会
長
の
祝

辞
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
大
学
、
短
大
と
大
和

田
中
・
高
校
、
滝
井
高
校
合
同
の
吹
奏

楽
メ
ン
バ
ー
が
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
、
短
期
大
学
部
長
の
朝
倉
洋
教
授
の

指
揮
で
土
井
康
司
作
曲
の
行
進
曲
「
よ

ろ
こ
び
へ
歩
き
出
せ
」
と
ア
ル
コ
ム
・

ア
ー
ノ
ル
ド
作
曲
「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
を
勇
壮
に
演
奏
し
、
お
祝

い
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

　

学
歌
「
新
鮮
な
旅
人
」
と
キ
ャ
ン
パ

ス
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
夢
が
咲
く
木
」

が
流
れ
る
中
で
、
ビ
デ
オ
で
キ
ャ
ン
パ

ス
生
活
の
様
子
を
紹
介
。
大
学
（
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
）の
１
９
９
４
年
度
卒
業

生
で
タ
イ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
事
業
な
ど

を
展
開
す
る
木
本
洋
さ
ん
が
、
写
真
で

自
分
が
起
業
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
を
紹

介
し
「
み
な
さ
ん
が
懸
命
に
頑
張
れ
ば
、

今
の
私
な
ん
か
を
軽
々
と
越
え
ら
れ

る
。
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
。

　

最
後
に
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
学
友
会
長

の
橋
川
寛
之
さ
ん
と
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

学
友
会
長
の
塚
本
大
樹
さ
ん
が
、
大
学

で
は
様
々
な
活
躍
の
場
が
あ
る
事
を
紹

介
し
「
私
た
ち
の
仲
間
と
し
て
、
夢
中

に
な
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
激
励
、
約
２
時
間
の
式

を
終
え
た
。

入学宣誓式 4/1
大阪国際会議場で開催。８８７人が新たなスタート！

入学宣誓式 4/6
校長先生の前で、宣誓
を行う中学と高校の新
入生代表

入園式 4/6
わくわくどきどき、はじめてお教室へ

【 学 園 あ ら か る と 】

学園設置の各学校からは、印刷
物やインターネットで様々な情
報が発信されています。『学園
広報 Review』では、それらの中
からいくつかをご紹介します。

QRコードからも
ご覧頂けます。

●本誌に記載の学年、肩書き等はすべて情報収集時のもので、発行時期と異なることがあります。ご了承願います。
●卒業生の住所等の変更、送付不要のご連絡は同窓会提携会社プリンティングサービス　TEL.06（6167）1751
　E-mail：info@printing-s.jp までご連絡ください。
●卒業生以外の方の送付に関するご連絡や、本紙に関するご意見、ご感想等は学園広報課までご連絡ください。
　電子メールもご活用ください。koho@oiu.ac.jp

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　
Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
賞
」

「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
学
長
表
彰
を
受
け
た

現
代
社
会
学
部
法
律
政
策
学
科
准
教
授

田
中
　
優
さ
ん
（41）

Review
学 園 広 報

　地域連携ニュースや施設開放、イ
ベントのお知らせやお店紹介など、
地域と学園をつなぐ様々な情報を掲
載したフリーペーパー。各キャンパ
スや守口市駅前の「くすくすひろば」
などで配布しています。

　大学・短大入試・広報部では５月より公式 Facebook
ページの運営を開始しました。在学生や卒業生向けに、
本学に関わる日常的な情報を発信しています。活躍して
いる卒業生の紹介やどんなささやかな情報でも掲載させ
ていただきますので、入試・広報部まで情報をお寄せく
ださい。

http://www.facebook.com/
kuskusOIEI http://www.facebook.com/OsakaInternationalUniversityCollege

大学

各学校の最新ニュースは公式サイトでご覧いただけます。 大阪国際学園 検索

卒業証書授与式 2/22
「凛とした美しい人」として、219 人の生
徒たちが羽ばたいた 写 真 館イベント

GLOBAL MIND IS THE SPIRIT OF OSAKA INTERNATIONAL EDUCATIONAL INSTITUTION

幼稚園

卒業証書・学位記授与式  3/22
華やかな晴れ着に包まれ、笑顔の卒業生たち

大学
短大

滝井
高校

大和田
中・高

　

こ
と
し
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
。「
緑
の
風
が
吹
く
疎
開
の
ま
ち
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
鳥
取
県
智

頭
町
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
前
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ

た
。
輪
の
中
心
に
は
、
現
代
社
会
学

部
法
律
政
策
学
科
准
教
授
の
田
中　

優
さ
ん
と
妻
麻
紀
子
さ
ん
、
そ
れ
に

３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。
田
中

さ
ん
が
ゼ
ミ
生
を
中
心
に
立
ち
上
げ

た
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
“
１
期
生
同
窓
会
”
で

あ
っ
た
。

　
「
こ
ん
な
形
で
卒
業
生
ら
と
会
え

た
の
は
、
最
高
で
し
た
」
と
田
中
さ

ん
は
感
激
し
た
。
智
頭
町
に
は
、
総

務
省
が
力
を
入
れ
て
い
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
と
な
っ
て
、
大
学

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
生
か

し
て
活
躍
し
て
い
る
１
期
生
が
い
て

こ
の
企
画
が
実
現
し
た
の
だ
。

　

田
中
さ
ん
は
、
現
代
社
会
学
部
が

で
き
た
２
０
０
８
年
４
月
に
講
師

と
し
て
、
兵
庫
県
職
員
か
ら
転
身
し

た
。
県
で
は
10
年
間
働
い
た
が
、
最

初
に
県
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
長
寿
社

会
研
究
機
構
」
で
少
子
化
や
子
育
て

の
問
題
と
取
り
組
ん
だ
。
次
に
、
職

員
研
修
所
で
職
員
の
人
材
育
成
の

あ
り
方
を
探
っ
た
。
い
ず
れ
も
、「
研

究
す
る
」
職
場
で
「
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
」。
海
が
見
下
ろ
せ
る
雰

囲
気
が
好
き
で
入
っ
た
神
戸
大
学

の
学
生
の
頃
か
ら
「
大
学
で
教
え
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
。「
政
策
形
成

能
力
」
を
い
か
に
育
て
る
か
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

や
人
を
育
て
る
た
め
の
研
究
を
続

け
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
県

で
仕
事
を
続
け
る
か
た
わ
ら
、
同
志

社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研

究
科
の
博
士
課
程
で
真
山
達
志
教

授
（
現
同
大
副
学
長
）
の
教
え
を
受

け
、大
学
で
教
え
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

　

国
際
大
に
来
た
田
中
さ
ん
は
、
学

生
が
机
上
で
な
く
、
現
場
に
出
て
学

ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
授
業
で
、

学
生
た
ち
を
自
治
体
に
派
遣
す
る
こ

と
を
考
え
、
職
員
研
修
な
ど
で
培
っ

た
人
脈
を
生
か
し
、
京
都
府
南
山
城

村
へ
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
か
ら
始

在
大
阪
・
神
戸
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館

短大

め
た
。
南
山
城
村
は
、
土
日
で
な
い

と
学
生
が
行
け
な
い
。
近
く
で
学
生

が
ま
ち
づ
く
り
を
学
べ
る
と
こ
ろ
は

な
い
か
と
、
探
し
て
い
る
中
で
、
大

学
そ
ば
の
菅
原
東
校
区
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
授
業
で
講
義

し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
お
互
い
に
共

鳴
。大
矢
吉
之
教
授
か
ら
大
学
の「
戦

略
的
予
算
」
を
使
う
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
、３
年
目
の
２
０
１
０
年
に「
ひ

と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。

　

南
山
城
村
と
菅
原
東
で
の
活
動
が

両
輪
に
な
り
、
学
生
た
ち
は
、
次
々

と
成
果
を
あ
げ
、
全
国
大
会
で
そ
の

活
動
を
認
め
ら
れ
、
受
賞
を
重
ね
て

い
っ
た
。
大
学
に
来
る
ま
で
、
問
題

を
抱
え
て
い
た
学
生
も
い
た
が
、
現

実
と
直
面
し
、
問
題
解
決
を
考
え
る

中
で
、
多
く
の
学
生
が
力
を
発
揮
し

た
。
田
中
さ
ん
は
、「
力
や
元
気
を
も

ら
っ
て
い
る
の
は
私
の
方
で
す
」
と

学
生
の
が
ん
ば
り
に
目
を
見
張
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
ひ
と
・
ま

ち
・
つ
く
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
名
称

変
更
し
、
4
年
度
目
に
突
入
。
学
部

の
垣
根
も
越
え
、
南
山
城
村
、
菅
原

東
以
外
に
も
近
江
八
幡
市
、
智
頭
町

な
ど
活
動
の
輪
は
広
が
っ
て
い
る
。

地域向けフリーペーパー 『くすくす』 創刊 大阪国際大学公式Facebookページが出来ました!

国
際
化
の
重
要
性

　

世
界
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
、

国
々
の
国
際
的
な
位
置
づ
け
が
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
日
本
が
Ｅ
Ｕ
と
の
経
済

連
携
協
定
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
の
交
渉
を
行
っ

て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
市
場
開

放
は
新
た
な
課
題
も
も
た
ら
し
ま
す

が
、
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
得
ま

す
。
世
界
市
場
と
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
た
め
、
日
本
企
業
は
従
来
に
も
増
し

て
、
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
活
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、

国
際
感
覚
に
優
れ
た
学
生
を
採
用
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
と
諸
外
国
と
の
関
係
は
歴
史

的
に
特
別
な
も
の
で
す
。
一
方
で
は
２

０
０
年
以
上
も
鎖
国
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
他
方
で
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を

通
し
て
貿
易
を
し
、
西
洋
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
る
新
し
い
知

識
は
全
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た
た

め
、
日
本
の
役
人
た
ち
は
、
オ
ラ
ン
ダ

語
習
得
の
必
要
性
に
気
づ
き
ま
し
た
。

西
洋
の
こ
う
し
た
近
代
科
学
の
研
究
は

「
蘭
学
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
１
８
５
０
年
代
の
鎖
国

終
了
時
に
日
本
が
急
速
に
し
か
も
柔
軟

に
近
代
化
で
き
た
の
は
、
蘭
学
に
よ
る

基
礎
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
我
々
も
再
び
世
界
に
窓
を

開
く
こ
と
が
必
要
で
、
学
生
達
が
英

語
を
習
得
し
た
り
、
海
外
に
眼
を
向

け
た
り
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
企

業
は
、卒
業
が
少
々
遅
れ
て
い
て
も
、

将
来
、
企
業
の
国
際
的
地
位
を
大
い

に
高
め
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
留

学
経
験
者
の
付
加
価
値
を
認
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
一
定
期

間
海
外
に
留
学
し
て
、
新
し
い
見
識
や

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
新
し
い
知

識
や
技
術
の
基
盤
を
作
る
学
生
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
人

留
学
生
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
高
品
質
の
製
品
や
革
新
的

な
技
術
、
洗
練
さ
れ
た
芸
術
文
化
を
世

界
に
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な

競
争
と
い
う
課
題
に
向
き
合
う
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
を
も
っ
と
売
り
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
を

維
持
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
海
外
で
様
々
な

知
識
を
吸
収
し
、
日
本
の
情
報
を
世
界

に
発
信
し
、
共
有
で
き
る
学
生
た
ち
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
国
際
会
議
場
で

大
学・短
大
入
学
宣
誓
式

総
領
事 

ロ
ー
デ
リ
ッ
ク・
ウ
ォ
ル
ス


